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『
治
承
物
語
』
の
藤
原
成
親
と
そ
の
周
辺　
〔
下
〕

尾　

崎　
　
　

勇

（
五
）「
世
継
物
語
」
と
源
俊
賢

　

『
新
古
今
集
』
の
代
表
的
歌
人
の
慈
円
が
『
治
承
物
語
』
を
企
画
・
創
出
さ
せ
た
の
は
、
閑
雅
な
西
山
の
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
の

西
山
で
承
元
三
年
（
一
二
〇
六
）
六
月
に
『
愚
管
抄
』
の
淵
源
と
な
っ
て
い
く
『
慈
鎮
和
尚
夢
想
記
』
を
草
し
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）

正
月
の
聖
徳
太
子
の
霊
告
が
符
合
し
て
く
る
時
運
の
も
と
で
、「
世
継
物
語
」
の
系
譜
に
つ
な
が
る
『
治
承
物
語
』
を
本
説
取
り
に

し
な
が
ら
、「
愚
癡
無
智
ノ
人
」
に
も
分
か
る
よ
う
に
末
代
の
道
理
を
説
諭
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
ず
『
愚
管
抄
』
別
帖
の

冒
頭
で
「
物
ノ
道
理
ヲ
ノ
ミ
思
ツ
ヾ
ケ
テ
、
老
ノ
ネ
ザ
メ
ヲ
モ
ナ
グ
サ
メ
ツ
ヽ
、
イ
ト
ヾ
、
年
モ
カ
タ
ブ
キ
マ
カ
ル
マ
ヽ
ニ
、
世
中

モ
ヒ
サ
シ
ク
ミ
テ
侍
レ
バ
、（
中
略
）
保
元
ノ
乱
イ
デ
キ
テ
ノ
チ
ノ
コ
ト
モ
、
マ
タ
世
継
ガ
モ
ノ
ガ
タ
リ
ト
申
モ
ノ
モ
カ
キ
ツ
ギ
タ
ル

人
ナ
シ
。
少
々
ア
ル
ト
カ
ヤ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
レ
ド
モ
。
イ
マ
ダ
エ
ミ
侍
ラ
ズ
。（
中
略
）
ヒ
ト
ス
ヂ
ニ
世
ノ
ウ
ツ
リ
カ
ハ
リ
オ
ト
ロ
エ
ク

ダ
ル
コ
ト
ハ
リ
」（
巻
三―
―

一
二
九
ペ
ー
ジ
）
と
し
、
別
帖
の
崇
徳
天
皇
の
条
で
は
「
保
元
元
年
七
月
二
日
、
鳥
羽
院
ウ
セ
サ
セ
給
テ

後
、
日
本
國
ノ
乱
逆
ト
云
コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
次
第
ノ
コ
ト
ハ
リ
ヲ
、
コ
レ
ハ
セ
ン
ニ
思

テ
カ
キ
ヲ
キ
侍
ナ
リ
。」（
巻
四―

―

二
〇
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
同
時
代
史
を
始
発
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
最
初
の
施
線
で
長
生
の

自
分
は
世
の
中
の
こ
と
を
な
が
く
み
て
き
た
と
い
い
、
保
元
の
乱
以
降
の
「
世
継
物
語
」
で
あ
る
と
の
意
図
を
籠
め
、
そ
れ
を
末
尾

の
施
線
で
書
き
残
し
て
お
く
と
慈
円
は
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
箇
所
の
施
線
か
ら
『
大
鏡
』・『
今
鏡
』・『
水
鏡
』
の
「
世
継
物

語
」
の
方
法
に
も
倣
っ
て
、
波
線
部
に
あ
る
よ
う
に
「
武
者
ノ
世
」
の
見
聞
し
た
事
象
を
道
理
史
観
で
叙
述
し
て
い
っ
た
の
は
歴
然

な
の
で
あ
る
。
ま
た
二
箇
所
の
二
重
施
線
「
ウ
ツ
リ
カ
ハ
リ
」・「
セ
ン
」
の
語
彙
に
は
歌
人
の
思
念
が
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ウ
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ツ
リ
カ
ハ
リ
」
は
歌
の
先
師
の
藤
原
俊
成
が
、
歌
の
「
史
」
の
論
で
「
…
…
こ
な
た
ざ
ま
の
歌
、
時
世
の
移
り
行
く
に
従
ひ
て
、
姿

も
こ
と
ば
も
改
ま
り
ゆ
く
有
様
を
、
代
々
の
撰
集
に
見
え
た
る
を
、
端
々
記
し
申
す
べ
き
な
り
。」（
『
古
来
風
躰
抄
』・
上
）
と
し

て
い
た
こ
と
と
呼
応
す
る
。
こ
れ
に
関
連
さ
せ
て
み
て
い
く
と
『
愚
管
抄
』
付
録
前
半
の
「
史
」
の
論
に
は
「
日
本
國
ノ
コ
ト
バ
ノ

本
體
ナ
ル
ベ
ケ
レ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
物
ヲ
イ
ヒ
ツ
ヾ
ク
ル
ニ
心
ノ
ヲ
ホ
ク
コ
モ
リ
テ
時
ノ
景
気
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ト
ハ
、（
中
略
）
詩
歌

ノ
マ
コ
ト
ノ
道
…
…
」（
巻
七―

―

三
三
二
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
の
も
、
や
は
り
俊
成
が
、

よ
き
哥
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
そ
の
言
葉
。
姿
の
外
に
、
景
気
の
添
ひ
た
る
や
う
な
る
事
有
に
や
。
た
と
え
ば
、
春
花
の
あ
た
り
に

霞
の
た
な
び
き
、
秋
月
の
前
に
鹿
の
こ
ゑ
を
聞
き
、
垣
根
の
梅
に
春
の
風
の
匂
ひ
、
嶺
の
紅
葉
に
時
雨
の
う
ち
そ
ゝ
ぎ
な
ど
す

る
や
う
な
る
事
の
、
う
か
び
て
添
へ
る
な
り
。

 

（
「
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
一
八
五
）

と
標
榜
し
て
い
た
。
二
重
施
線
の
「
景
気
」
す
な
わ
ち
秀
歌
に
な
る
と
言
葉
、「
姿
」
す
な
わ
ち
「
風
体
」
と
い
う
様
式
の
他
に
、

そ
の
絵
画
的
イ
メ
ー
ジ
が
派
生
す
る
と
い
い
、
春
の
花
の
あ
た
り
に
霞
が
た
な
び
き
、
秋
の
月
を
前
に
し
て
鹿
の
声
を
聞
き
、
垣
根

の
梅
に
春
の
風
が
匂
い
、
嶺
の
紅
葉
に
時
雨
が
注
ぐ
、
と
い
う
よ
う
に
彷
彿
と
し
た
映
像
が
加
わ
る
の
だ
と
説
い
て
い
た
。
こ
の
俊

成
の
歌
論
に
慈
円
は
倣
っ
て
「
史
」
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
『
愚
管
抄
』
の
波
線
部
の
「
セ
ン
」
す
な
わ
ち
「
詮
」
と
は
、

一
番
大
事
な
眼
目
の
意
味
で
、
歌
論
関
係
の
文
章
に
特
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
と
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
例
解
古
語
辞
典
』〈
三

省
堂
〉
の
「
せ
ん
」
の
項
）
。
そ
の
た
め
「
史
」
の
論
で
は
末
代
の
道
理
と
し
て
顕
現
し
た
慈
円
の
甥
の
子
で
あ
る
九
条
道
家
の
子
の
三

寅
こ
と
頼
経
が
鎌
倉
幕
府
の
将
軍
継
嗣
に
な
っ
た
こ
と
を
末
代
の
道
理
で
あ
る
と
揚
言
す
る
文
章
に
於
い
て
、

大
方
世
ノ
タ
メ
人
ノ
タ
メ
ヨ
カ
ル
ベ
キ
ヤ
ウ
ヲ
用
ル
。
何
ゴ
ト
ニ
モ
道
理
詮
ト
ハ
申
也
。
世
ト
申
ト
人
ト
申
ト
ハ
、
二
ノ
物
ニ

テ
ハ
ナ
キ
也
。
世
ト
ハ
人
ヲ
申
也
。（
中
略
）
太
神
宮
・
八
幡
大
菩
薩
ノ
御
ヲ
シ
ヘ
ノ
ヤ
ウ
ハ
、「
御
ウ
シ
ロ
ミ
ノ
臣
下
ト
ス
コ
シ

モ
心
ヲ
オ
カ
ズ
ヲ
ハ
シ
マ
セ
」
ト
テ
、
魚
水
合
體
ノ
禮
ト
云
コ
ト
ヲ
サ
ダ
メ
ラ
レ
タ
ル
也
。
コ
レ
計
ニ
テ
天
下
ノ
ヲ
サ
マ
リ
ミ

ダ
ル
ヽ
事
ハ
侍
ナ
リ
。

 

（
巻
七―

―

三
二
八
〜
二
九
ペ
ー
ジ
）
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と
し
て
、
二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
「
詮
」
と
確
言
し
た
う
え
で
、
施
線
で
冥
衆
の
宗
廟
神
と
社
稷
神
の
約
諾
に
言
及
す
る
こ
と
で

「
冥
顕
二
法
」
の
道
理
か
ら
君
臣
の
道
を
跡
付
け
て
い
く
。
そ
し
て
、

コ
ヽ
ヲ
詮
ニ
ハ
君
ノ
シ
ロ
シ
メ
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
今
ハ
又
武
者
ノ
イ
デ
キ
テ
、
将
軍
ト
テ
君
ト
摂
籙
ノ
臣
ト
ヲ
オ
シ
コ
メ
テ
世
ヲ

ト
リ
タ
ル
コ
ト
ノ
、
世
ノ
ハ
テ
ニ
ハ
侍
ホ
ド
ニ
、
此
武
将
ヲ
ミ
ナ
ウ
シ
ナ
イ
ハ
テ
ヽ
、
誰
ニ
モ
郎
従
ト
ナ
ル
ベ
キ
武
士
バ
カ
リ

ニ
ナ
シ
テ
、
ソ
ノ
将
軍
ニ
ハ
摂
籙
ノ
臣
ノ
家
ノ
君
公
ヲ
ナ
サ
レ
ヌ
ル
事
ノ
、
イ
カ
ニ
モ
〳
〵
宗
廟
神
ノ
、
猶
君
臣
合
體
シ
テ
昔

ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
世
ヲ
シ
バ
シ
ヲ
サ
メ
ン
ト
ヲ
ボ
シ
メ
シ
タ
ル
ニ
テ
侍
レ
バ
、
ソ
ノ
始
終
ヲ
申
ト
ヲ
シ
侍
ベ
キ
也
。

 

（
巻
七―

―

三
三
二
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
、
二
重
施
線
の
よ
う
に
や
は
り
「
詮
」
の
語
を
象
嵌
し
、
施
線
で
冥
衆
の
は
か
ら
い
で
摂
関
家
の
子
弟
が
将
軍
に
就
く
の
は
、

君
臣
合
体
魚
水
の
交
わ
り
の
道
理
が
通
っ
て
い
る
と
説
諭
す
る
。
そ
の
こ
と
で
『
愚
管
抄
』
の
別
帖
よ
り
の
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）

ま
で
の
歴
史
叙
述
を
括
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
愚
管
抄
』
付
録
の
「
史
」
の
論
に
つ
づ
け
て
、「
諌
言
」
の
文
章
を
書
き
継
ぐ
。

付
録
の
中
間
部
で
は
後
鳥
羽
院
の
周
囲
に
蟠
踞
し
て
い
る
近
臣
達
が
徒
党
を
組
ん
で
廟
堂
の
秩
序
を
乱
し
て
い
る
と
直
言
し
て
、
院

を
は
じ
め
と
し
て
要
路
の
高
官
に
も
む
け
て
鋭
く
慈
円
は
詰
め
寄
る
。
そ
の
た
め
後
鳥
羽
院
は
、
別
帖
か
ら
付
録
の
前
半
で
あ
る

「
史
」
の
論
ま
で
の
当
為
の
「
君
」
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
た
の
が
、「
諌
言
」
で
は
不
明
の
「
君
」
へ
変
調
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
諌
言
」
の
文
章
の
始
発
は
、

又
コ
ト
ノ
セ
ン
一
侍
リ
ケ
リ
。
人
ト
申
モ
ノ
ハ
、
セ
ン
ガ
セ
ン
ニ
ハ
ニ
ル
ヲ
友
ト
ス
ト
申
コ
ト
ノ
、
ソ
ノ
セ
ン
ニ
テ
ハ
侍
ナ
リ
。

 

（
巻
七―

―

三
四
三
一
ペ
ー
ジ
）

と
な
っ
て
い
る
。
歌
人
慈
円
の
感
情
を
露
わ
に
奔
出
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。「
セ
ン
」
を
多
用
し
て
似
た
も
の
同
士
が
我
が
物

顔
に
廟
堂
で
振
る
舞
っ
て
い
る
と
告
発
し
、
右
文
の
直
後
に
は
、

イ
サ
ヽ
カ
仏
神
ノ
御
サ
タ
ヲ
ア
フ
グ
バ
カ
リ
ナ
リ
。
モ
チ
ヰ
ル
時
ハ
ト
ラ
ト
ナ
ル
ベ
キ
人
ハ
サ
ス
ガ
ニ
候
ラ
ン
モ
ノ
ヲ
、
ヨ
キ

物
ハ
世
ノ
ヤ
ウ
ヲ
ミ
テ
サ
シ
イ
デ
ヌ
ニ
コ
ソ
侍
ラ
メ
。
カ
ク
コ
ノ
世
ノ
ウ
セ
ユ
ク
事
ハ
君
モ
近
臣
モ
ソ
ラ
コ
ト
ニ
テ
世
ヲ
オ
コ

ナ
ハ
ル
メ
リ
。
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（
巻
七―

―

三
四
四
ペ
ー
ジ
）

と
し
、
冥
衆
の
意
向
が
那
辺
に
あ
る
の
か
い
ぶ
か
し
み
、
虎
の
よ
う
な
有
能
な
人
材
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
院
の
近
臣

が
徒
党
を
組
ん
で
嘘
で
も
っ
て
世
を
治
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
現
今
の
危
機
を
は
ら
ん
だ
時
局
に
慈
円
は
悲
憤
慷
慨
し
て
い
る
。
こ

の
「
諌
言
」
の
文
章
は
、『
治
承
物
語
』
が
語
っ
て
い
る
鹿
ヶ
谷
の
山
荘
で
後
白
河
院
も
臨
御
し
て
い
る
場
に
器
量
あ
る
静
賢
を
点

描
し
つ
つ
も
成
親
を
は
じ
め
院
の
近
臣
が
平
家
討
伐
の
密
議
を
凝
ら
す
政
治
情
況
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
要
す
る
に

『
愚
管
抄
』
付
録
中
間
部
の
「
諫
言
」
の
文
章
に
は
、
慈
円
の
企
画
し
た
『
治
承
物
語
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
顚
末
が
通
底
し
て

い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
一
方
そ
の
こ
と
は
、
承
久
の
乱
の
前
夜
を
時
局
を
史
論
に
叙
述
し
て
い
る
慈
円
は
、
現
今
の
腐
敗
す
る
原
因

に
院
の
近
臣
の
跋
扈
が
あ
る
こ
と
を
、
す
で
に
院
政
の
政
治
形
態
を
始
発
さ
せ
た
後
三
条
天
皇
の
条
の
な
か
で
「
ス
エ
ザ
マ
ニ
ハ
王

臣
中
ア
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
ノ
ミ
近
臣
愚
者
モ
テ
ナ
シ
〳
〵
シ
ツ
ヽ
、
世
ハ
カ
タ
ブ
キ
ウ
ス
ル
ナ
リ
。」（
巻
四―

―

一
九
九
ペ
ー
ジ
）
と
説
諭

し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

『
新
古
今
集
』
の
代
表
的
歌
人
慈
円
は
物
語
・
漢
詩
文
・
故
事
な
ど
の
表
現
や
内
容
の
一
部
を
取
用
す
る
こ
と
で
一
首
の
背
後
に

物
語
や
詩
文
の
世
界
を
揺
曳
さ
せ
る
本
説
取
り
の
修
辞
を
弁
え
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
の
文
章
に
も
本
説
取
り
が
介
在
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
『
愚
管
抄
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
を
め
ぐ
る
「
句
」
に
も
そ
の
修
辞
が
襲
用
さ
れ
て
複
雑
微
妙
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
説
取
り
を
巧
み
に
駆
使
す
る
歌
人
慈
円
の
心
情
を
窺
い
な
が
ら
、『
愚
管
抄
』
を
み
て
い
こ
う
。
す
な
わ
ち
、

コ
ノ
貞
信
公
の

御
子
ニ
小
野
宮
・
九
條
殿
ト
テ
ヲ
ハ
ス
メ
リ
。
此
事
ド
モ
ハ
、
ヨ
ツ
ギ
ノ
鏡
ノ
巻
ニ
コ
マ
〴
〵
ト
カ
キ
タ
レ

バ
申
ニ
ヲ
ヨ
バ
ネ
ド
モ
、
ツ
ジ
〴
〵
ノ
ア
フ
ト
コ
ロ
ヲ
バ
申
ベ
キ
ニ
ヤ
。

 

（
巻
三―

―

一
五
七
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
、
二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
「
ヨ
ツ
ギ
ノ
鏡
」
す
な
わ
ち
『
大
鏡
』
を
取
用
し
な
が
ら
、
藤
原
摂
関
家
が
廟
堂
の
中
枢
に
進

出
し
て
い
く
経
緯
を
取
上
げ
て
、
そ
の
当
時
の
「
人
ノ
心
」
と
対
照
し
て
現
今
の
「
ヒ
ガ
事
」
を
す
る
人
（
そ
の
典
型
が
既
述
し
た
院

の
近
臣
、
後
述
す
る
。）
の
「
心
」
と
を
慈
円
は
対
比
す
〕
29
〔

る
。
そ
し
て
付
録
前
半
の
「
史
」
の
論
で
、

児
女
子
ガ
口
遊
ト
テ
コ
レ
ラ
ヲ
オ
カ
シ
キ
コ
ト
ニ
申
ハ
、
詩
歌
ノ
マ
コ
ト
ノ
道
ヲ
本
意
ニ
モ
チ
イ
ル
時
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
愚
癡
無
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智
ノ
人
ニ
モ
物
ノ
道
理
ヲ
心
ノ
ソ
コ
ニ
シ
ラ
セ
ン
ト
テ
、
仮
名
ニ
カ
キ
ツ
ク
ヲ
ル
オ
、
法
ノ
コ
ト
ニ
ハ
タ
ヾ
心
ヲ
ヱ
ン
カ
タ
ノ

真
実
ノ
要
ヲ
一
ト
ル
バ
カ
リ
ナ
リ
。

 

（
巻
七―

―

三
二
二
ペ
ー
ジ
）

と
広
言
し
て
い
た
か
ら
に
は
、
本
書
の
特
性
が
詠
歌
の
措
辞
と
も
重
な
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
別
帖
で
『
大
鏡
』
に
言
及
し
た
あ

と
、
執
政
の
「
臣
」
の
貞
信
公
こ
と
藤
原
忠
平
の
一
族
の
動
向
を
叙
述
の
正
面
に
据
え
る
。『
大
鏡
』
の
語
る
安
和
の
変
を
み
る
と
、

「
西
宮
殿
の
族
に
世
の
中
う
つ
り
て
、
源
氏
の
御
栄
え
に
な
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
御
舅
た
ち
の
魂
深
く
、
非
道
に
御
弟
を
ば
引
き
越
し

申
さ
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
る
ぞ
か
し
。（
中
略
）
い
と
お
そ
ろ
し
く
か
な
し
き
御
こ
と
ど
も
出
で
き
に
し
は
。」（
「
師
輔
伝
」
九
一
）

と
あ
り
、
源
高
明
の
女
が
為
平
親
王
の
室
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
為
平
親
王
が
即
位
す
れ
ば
源
氏
は
天
皇
家
と
外
戚
関
係
を
築
い
て

政
治
の
実
権
を
掌
握
す
る
事
態
へ
及
ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
藤
原
摂
関
家
の
方
と
し
て
は
、
為
平
親
王
の
弟
の
守
平
親
王
を
何
と
し

て
も
擁
立
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
藤
原
実
頼
と
伊
尹
と
が
共
謀
し
て
高
明
に
罪
を
捏
造
し
、
為
平
親
王
を
奉
じ
て
乱
を
な

さ
ん
と
す
る
謀
計
が
あ
る
と
武
士
の
満
仲
は
伊
尹
へ
の
忠
義
心
か
ら
密
告
し
た
。
安
和
二
年
（
九
六
八
）
三
月
、
高
明
は
大
宰
権
帥

と
し
て
配
流
さ
れ
た
。
安
和
の
変
の
顚
末
で
あ
る
。
こ
の
密
告
の
恩
賞
に
よ
っ
て
、
満
仲
は
正
五
位
下
に
昇
進
し
、
藤
原
摂
関
家
に

奉
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
摂
津
国
多
田
の
区
域
を
拠
点
に
軍
事
貴
族
と
し
て
根
を
張
っ
て
い
っ
た
。
満
仲
の
七
代
後
が
行
綱
な
の
で

あ
る
。「
世
継
物
語
」
の
系
譜
に
入
る
『
治
承
物
語
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
行
綱
の
密
告
が
仕
組
ま
れ
た
。『
治
承
物
語
』
を
企
画
・

創
出
さ
せ
た
歌
人
の
慈
円
は
、『
愚
管
抄
』
の
な
か
で
安
和
の
変
を
重
層
さ
せ
つ
つ
、「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
実
相
を
も
対
置
し
て
物
語

の
行
綱
の
密
告
を
取
り
込
ん
だ
の
で
、「
コ
レ
ハ
一
定
ノ
説
ハ
知
ネ
ド
モ
、
満
仲
ガ
末
孫
ニ
多
田
蔵
人
行
綱
ト
云
シ
者
ヲ
召
テ
」（
巻

四―
―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
施
線
の
よ
う
に
注
記
を
付
し
、
二
重
施
線
で
は
満
仲
の
子
孫
と
明
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
『
愚

管
抄
』
の
二
重
施
線
の
「
満
仲
ノ
末
孫
」
は
、『
大
鏡
』
の
語
っ
て
い
た
遠
祖
の
満
仲
を
め
ぐ
る
安
和
の
変
を
も
慈
円
が
念
頭
に
置

い
て
い
る
筆
致
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

「
六
国
史
」
や
『
栄
花
物
語
』
が
編
年
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
大
鏡
』
は
長
生
の
老
人
が
「
た
だ
今
の
入
道
殿
下
の
御
有
様
の
、

世
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す
こ
と
」・「
あ
ま
た
の
帝
王
・
后
・
ま
た
大
臣
・
公
卿
の
御
上
」（
「
序
」
三
）
と
語
り
だ
す
。
比
類
が
な
い
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器
量
を
も
つ
藤
原
摂
関
家
の
人
臣
で
あ
る
藤
原
道
長
を
仰
視
し
な
が
ら
、
天
皇
・
皇
后
・
大
臣
・
公
卿
達
の
群
像
を
紀
伝
体
を
踏
襲

し
て
語
っ
て
い
く
。『
大
鏡
』
で
は
藤
原
摂
関
家
の
栄
華
は
運
命
的
・
必
然
的
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
〕
30
〔

る
。
そ
の
た
め
「
な
が
く
栄
え

お
は
し
ま
す
に
こ
そ
あ
べ
か
め
れ
。
冷
泉
院
・
円
融
院
・
為
平
式
部
卿
宮
と
、
女
官
四
人
と
の
御
母
后
に
て
、
ま
た
な
ら
び
な
く
お

は
し
ま
し
き
。
帝
・
春
宮
と
申
し
、
代
々
の
関
白
・
摂
政
と
申
す
も
、
多
く
は
、
た
だ
こ
の
九
条
殿
の
御
一
筋
な
り
。」（
「
師
輔
伝
」

九
〇
）
と
あ
っ
て
、
語
り
の
現
在
ま
で
、
師
輔
の
子
孫
で
あ
る
と
揚
言
し
て
い
る
。
つ
づ
け
て
「
式
部
卿
の
宮
こ
そ
は
、
冷
泉
院
の

御
次
に
、
ま
づ
東
宮
に
も
た
ち
た
ま
ふ
べ
き
に
、
西
宮
殿
の
御
婿
に
お
は
し
ま
す
に
よ
り
て
、
御
弟
の
次
の
宮
に
引
き
越
さ
れ
さ
せ

た
ま
へ
る
ほ
ど
な
ど
の
こ
と
ど
も
、
い
と
い
み
じ
く
は
べ
り
。」
と
語
っ
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
源
高
明
の
女
を
室
に
し
て
い
た
為
平

親
王
が
、
順
当
な
ら
ば
冷
泉
天
皇
の
あ
と
に
つ
づ
い
て
帝
位
に
就
く
は
ず
な
の
に
、
師
輔
の
女
の
安
子
か
ら
生
誕
し
て
い
る
弟
の
守

平
親
王
が
結
局
、
円
融
天
皇
と
し
て
即
位
し
て
し
ま
う
。
施
線
で
実
に
大
変
な
こ
と
で
し
た
と
長
生
の
老
人
は
感
想
を
付
し
て
い
る
。

藤
原
摂
関
家
が
天
皇
家
と
の
外
戚
関
係
を
築
い
て
い
く
う
え
で
の
「
他
氏
排
斥
」
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
施
線
の
言
辞
の
背
後
に
、

左
大
臣
に
う
つ
り
た
ま
ふ
こ
と
、
西
宮
殿
、
筑
紫
へ
下
り
た
ま
ふ
御
替
な
り
。
そ
の
御
こ
と
の
乱
れ
は
、
こ
の
小
一
条
の
お
と

ど
の
言
ひ
出
で
た
ま
へ
る
と
ぞ
、
世
の
人
聞
こ
え
し
。

 

（
「
師
尹
伝
」
七
二
）

と
あ
る
よ
う
に
、
安
和
の
変
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
二
重
施
線
で
、
安
和
の
変
の
内
実
で
あ
る
源
高
明
左
遷
が
惹
起
し
た
の

は
、
波
線
部
に
あ
る
よ
う
に
師
尹
の
讒
言
で
あ
っ
た
と
の
世
評
を
添
え
る
。
屢
述
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
安
和
の
変
の
発
端
に
は
満

仲
の
密
告
が
あ
っ
た
。『
大
鏡
』
の
「
師
輔
伝
」・「
師
尹
伝
」
に
も
依
拠
し
た
『
愚
管
抄
』
は
「
安
和
二
年
三
月
ノ
コ
ロ
、
コ
ノ
左

大
臣
高
明
謀
反
ノ
心
ア
リ
テ
、（
中
略
）
左
馬
助
源
満
仲
、
武
蔵
介
藤
善
時
ナ
ド
云
、
時
ノ
武
士
ノ
サ
ヽ
ヤ
キ
告
ケ
ル
コ
ト
出
来
テ
、
」

（
巻
四―
―

一
八
〇
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、
波
線
部
で
高
明
の
娘
婿
の
為
平
親
王
を
帝
位
に
即
け
よ
と
し
た
「
謀
叛
ノ
心
」
を
叙
述
し
て
い

る
。
こ
の
一
節
は
現
今
の
安
和
の
変
に
関
す
る
歴
史
研
究
の
「
師
尹
の
侍
の
多
田
満
仲
が
師
尹
へ
の
忠
義
心
か
ら
、
高
明
等
に
無
実

の
罪
を
つ
く
り
あ
げ
、
師
尹
の
昇
進
を
謀
っ
た
」
と
の
見
解
と
も
齟
齬
し
て
は
い
な
〕
31
〔

い
。
安
和
の
変
を
め
ぐ
る
慈
円
の
言
説
を
さ
ら

に
『
愚
管
抄
』
に
沿
っ
て
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。
師
輔
の
三
男
の
兼
家
は
、
我
が
女
の
詮
子
を
円
融
天
皇
に
入
内
さ
せ
て
、
あ
い
だ
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に
誕
生
し
た
の
が
一
条
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
権
を
ほ
ぼ
確
定
的
に
藤
原
摂
関
家
が
掌
握
す
る
。
そ
の
当
時
の
治
世

を
、『
愚
管
抄
』
別
帖
に
、

一
條
院
ノ
御
時
、
四
納
言
ト
ノ
ヽ
シ
ル
ヌ
キ
マ
ダ
ラ
モ
ナ
キ
四
人
ハ
、
齋
信
・
公
任
・
俊
賢
・
行
成
ト
テ
、
四
人
大
納
言
マ
デ

ニ
テ
、
ツ
ヰ
ニ
大
臣
ニ
ハ
ヱ
ナ
ラ
ズ
。
俊
賢
コ
ソ
、
西
宮
左
大
臣
、
延
喜
御
子
、
一
世
ノ
源
氏
ニ
テ
、
凡
人
ニ
ナ
リ
テ
、
ユ
ヽ

シ
キ
人
ナ
リ
ケ
ル
、

 

（
巻
四―

―

一
七
九
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
お
り
、
当
時
の
廟
堂
で
名
臣
と
謳
わ
れ
た
四
納
言
の
一
人
が
源
高
明
の
子
息
の
俊
賢
で
あ
り
、
施
線
で
廟
堂
で
重
ん
じ
ら
れ

て
い
る
と
明
記
し
な
が
ら
、
安
和
の
変
の
顚
末
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
く
。
第
六
十
三
代
冷
泉
天
皇
の
治
世
で
起
き
た
政
変
を
、

何
故
に
第
六
十
六
代
の
一
条
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
で
慈
円
が
ふ
れ
る
の
か
は
次
の
（
六
）
の
節
で
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
も

か
く
、
こ
の
別
帖
の
一
条
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
を
括
る
文
章
中
に
、
慈
円
が
、

四
納
言
ガ
コ
ヘ
ア
イ
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
ン
ド
モ
、
ヨ
キ
物
語
ド
モ
ナ
レ
ド
、
サ
ノ
ミ
ハ
カ
キ
ツ
ク
シ
ガ
タ
シ
。
又
用
ジ
モ
ナ
キ
事
ナ
リ
。

 

（
巻
四―

―

一
八
五
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
、
俊
賢
を
は
じ
め
と
す
る
公
任
・
斎
信
・
行
成
等
が
官
位
を
競
い
合
っ
て
い
る
「
物
語
」
が
あ
る
も
の
の
書
き
尽
く
し
難
い
、

ま
た
道
理
を
説
く
史
論
で
あ
る
の
で
必
要
で
は
な
い
と
注
記
し
て
い
た
。
こ
の
二
重
施
線
の
「
物
語
ド
モ
ナ
レ
ド
」
の
言
辞
は
、
第

八
十
代
高
倉
天
皇
の
条
に
あ
る
既
述
し
た
「
句
」
の
「
清
盛
伝
」
に
も
、

邦
綱
ガ
ム
ス
メ
嫡
女
ヲ
御
メ
ノ
ト
ニ
シ
タ
リ
ケ
リ
。
大
夫
三
位
ト
テ
成
頼
ガ
妻
ナ
リ
。
成
頼
入
道
ガ
出
家
ニ
ハ
物
語
ド
モ
ア
レ

ド
無
益
ナ
リ
。

 

（
巻
五―

―

二
四
三
ペ
ー
ジ
）

と
や
は
り
同
じ
よ
う
に
慈
円
は
注
記
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
成
頼
の
出
家
を
め
ぐ
る
「
物
語
」
は
長
門
本
『
平
家
物
語
』
に
、

聖
一
人
あ
り
。

そ
の
さ
ま
を
御
ら
ん
ず
れ
ば
、
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こ
き
墨
染
の
衣
の
上
に
、
ゆ
ひ
袈
裟
を
こ
そ
か
け
ら
れ
た
れ
。

髪
す
こ
し
お
ひ
の
び
て
、
護
摩
の
煙
に
ふ
す
ぼ
り
、
薫
じ
か
ほ
れ
る
あ
り
さ
ま
、

か
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
く
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
れ
。

あ
れ
を
見
、
是
を
御
覧
ず
る
に
も
、

閑
居
の
あ
り
さ
ま
、
御
心
に
は
か
な
は
ず
と
い
ふ
事
な
し
。

此
聖
と
申
は
、
是
は
、
近
来
、
成
頼
の
宰
相
と
て
、
天
下
に
聞
え
し
賢
人
な
り
。

世
の
中
の
な
り
行
あ
り
様
を
、
心
う
く
思
て
、

「
従
大
中
納
言
、
正
二
位
を
経
て
も
な
に
か
は
せ
ん
」
と
て
、

い
ま
だ
四
十
に
も
な
り
た
ま
は
ざ
り
し
に
、

出
家
し
て
、
高
野
、
粉
河
を
め
ぐ
ら
れ
け
る
が
、

こ
れ
は
す
こ
し
す
ご
き
所
な
り
と
て
、
行
す
ま
し
て
お
は
し
け
り
。

 

（
巻
二
十
「
灌
頂
巻
」
）

と
確
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。
慈
円
圏
と
『
治
承
物
語
』
の
創
出
か
ら
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
愚
管
抄
』
に
は
『
治
承
物
語
』
を

取
用
し
て
い
る
の
で
、「
出
家
ニ
ハ
物
語
ド
モ
ア
レ
ド
無
益
ナ
リ
」
に
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
「
物
語
」
お
そ
ら
く
成
頼
の
出

家
め
ぐ
る
話
柄
が
『
治
承
物
語
』
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
愚
管
抄
』
別
帖
の
冒
頭
で
「
…
…
世
継
ガ

モ
ノ
ガ
タ
リ
ト
申
モ
ノ
ヲ
カ
キ
ツ
ギ
タ
ル
人
ナ
シ
。」（
巻
三―

―
一
二
九
ペ
ー
ジ
）
と
広
言
す
る
か
ら
に
は
、
同
時
代
以
前
の
治
世
を

対
象
に
し
た
『
大
鏡
』・『
今
鏡
』
を
慈
円
は
見
据
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な｢

世
継
物
語｣

に
は
確
か
に
四
納
言
の
活
躍
し
た

説
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
次
の
（
六
）
の
節
で
後
述
し
よ
う
。
要
す
る
に
四
納
言
の
源
俊
賢
を
め
ぐ
る
「
ヨ
キ
物
語
ド

モ
ナ
レ
ド
」
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
俊
賢
の
様
々
な
活
躍
を
語
る
「
世
継
物
語
」
を
「
本
説
」
に
し
た
慈
円
の
注
記
と
い
え
よ
う
。『
愚

管
抄
』
は
道
理
を
説
諭
す
る
立
場
か
ら
「
理
」
で
枠
付
け
し
な
が
ら
も
同
時
に
「
情
」
も
介
在
す
る
。
す
な
わ
ち
歌
人
の
心
情
が
随

所
に
充
溢
す
る
。
約
言
す
れ
ば
、
歌
の
修
辞
の
本
説
取
り
が
『
愚
管
抄
』
に
襲
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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冷
泉
天
皇
の
治
世
の
廟
堂
で
重
き
を
な
し
て
い
た
左
大
臣
源
高
明
が
太
宰
府
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
安
和
の
変
の
要
で
あ
る
藤
原
摂

関
家
に
よ
る
「
他
氏
排
斥
」
が
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
に
あ
っ
た
。
そ
の
三
代
後
で
あ
る
一
条
天
皇
の
条
で
道
長
に
臣
従
し
て

い
る
高
明
の
子
で
あ
る
俊
賢
の
活
躍
を
語
っ
て
「
物
語
ド
モ
ア
レ
ド
」
と
『
愚
管
抄
』
に
注
記
し
た
。
同
時
代
に
推
移
さ
せ
て
第

七
十
四
代
の
鳥
羽
院
崩
御
の
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
か
ら
の
「
武
者
ノ
世
」（
巻
四―

―

二
〇
六
ペ
ー
ジ
）
を
叙
述
し
て
い
く
慈
円
は
、

第
八
十
代
高
倉
天
皇
の
条
に
及
ば
せ
る
と
自
己
が
企
画
・
創
出
さ
せ
た
『
治
承
物
語
』
に
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」

を
取
用
し
て
「
コ
レ
ハ
一
定
ノ
説
ハ
知
ネ
ド
モ
、
満
仲
ガ
末
孫
ニ
多
田
蔵
人
行
綱
ト
云
シ
者
ヲ
召
テ
」（
巻
四―

―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）
と

や
は
り
注
記
す
る
の
で
あ
る
。
高
倉
天
皇
の
条
で
の
成
頼
の
出
家
を
め
ぐ
る
「
物
語
ド
モ
ア
レ
ド
」
と
あ
る
注
記
に
顧
慮
し
た
な
ら

ば
、「
言
葉
の
型
」
の
一
部
を
引
用
す
る
類
型
的
縁
語
で
あ
っ
て
、
俊
賢
を
は
じ
め
と
す
る
四
納
言
の
活
躍
し
た
一
条
天
皇
の
在
位

し
て
い
た
時
よ
り
約
百
八
十
年
の
時
空
を
横
断
さ
せ
て
慈
円
は
道
理
を
説
諭
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
満

仲
の
密
告
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
安
和
の
変
か
ら
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
満
仲
の
子
孫
す
な
わ
ち
多
田
蔵
人
行
綱
の
密
告
ま
で
は
約
二
世

紀
半
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
冷
泉
天
皇
の
治
世
か
ら
高
倉
天
皇
の
在
位
し
て
い
る
治
世
で
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」

の
時
空
を
横
断
さ
せ
て
、
満
仲
の
密
告
を
も
と
に
仕
組
ま
れ
た
『
治
承
物
語
』
の
多
田
蔵
人
行
綱
の
密
告
を
取
用
し
な
が
ら
『
愚
管

抄
』
で
道
理
を
説
諭
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
『
新
古
今
集
』
の
代
表
的
歌
人
と
し
て
慈
円
の
修
辞
が
介
在
し
て
い
る
は

ず
で
あ
ろ
う
こ
と
を
さ
ら
に
み
て
い
こ
う
。

（
六
）　

執
政
の
「
臣
」
の
道
長
と
安
和
の
変

　

『
愚
管
抄
』
別
帖
の
一
条
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
に
「
四
納
言
ガ
コ
ヘ
ア
イ
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
ン
ド
モ
、
ヨ
キ
物
語
ド
モ
ナ
レ
ド
」
の

言
辞
が
あ
り
、
四
納
言
の
一
人
で
あ
る
俊
賢
を
と
り
わ
け
慈
円
は
重
視
し
て
い
る
。

　

『
愚
管
抄
』
に
は
、

其
後
、
内
大
臣
ニ
テ
伊
周
、
モ
ト
内
覧
ノ
宣
旨
カ
ウ
ブ
リ
タ
ル
人
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
大
納
言
ニ
テ
御
堂
ハ
オ
ハ
シ
ケ
ル
ハ
、
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（
中
略
）
イ
モ
ウ
ト
ノ
女
院
、
當
今
ノ
母
后
ニ
テ
、
ヒ
シ
ト
カ
ク
オ
ボ
シ
メ
シ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
主
上
ノ
思
フ
ヤ
ウ
ニ
モ
御
ユ
ル
シ

ナ
ク
テ
ア
リ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
イ
タ
ク
申
サ
レ
ケ
ル
ヲ
ウ
ル
サ
ク
ヤ
オ
ボ
シ
メ
シ
ケ
ン
、
ア
サ
ガ
レ
イ
ヒ
ヲ
タ
ヽ
セ
給
テ
、
ヒ
ノ

御
座
ノ
カ
タ
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
蔵
人
頭
俊
賢
ヲ
御
マ
ヘ
ニ
メ
シ
テ
、
御
モ
ノ
ガ
タ
リ
ア
リ
ケ
ル
處
ヘ
、
ヨ
ル
ノ
ヲ
ト
ヾ
ノ

ツ
マ
ド
ヲ
ア
ケ
テ
、
女
院
ハ
御
目
ノ
ヘ
ン
タ
ヾ
ナ
ラ
デ
、「
イ
カ
ニ
ヨ
ノ
タ
メ
君
ノ
タ
メ
ヨ
ク
候
ベ
キ
コ
ト
ヲ
カ
ク
申
候
ヲ
バ
、

キ
コ
シ
メ
シ
イ
レ
ヌ
サ
マ
ニ
ハ
候
ゾ
。
コ
ノ
ギ
ニ
候
ハ
ヾ
イ
マ
ハ
ナ
ガ
ク
カ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
モ
申
候
マ
ジ
。
心
ウ
ク
ク
チ
オ
シ

キ
コ
ト
ニ
候
モ
ノ
カ
ナ
」
ト
申
サ
セ
給
ケ
ル
ト
キ
、
キ
ナ
ヲ
ラ
セ
給
テ
、「
イ
カ
デ
カ
コ
レ
ホ
ド
ニ
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
バ
、

イ
ナ
ビ
申
候
ベ
キ
。
ハ
ヤ
ク
オ
ホ
セ
ク
ダ
シ
候
ハ
ン
」
ト
、
内
ノ
御
気
色
モ
マ
メ
ヤ
カ
ニ
ナ
リ
テ
オ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
女
院

ノ
ワ
タ
ラ
セ
給
ト
心
エ
テ
、
御
前
ニ
候
ケ
ル
俊
賢
タ
チ
ノ
キ
ケ
ル
ヲ
、「
サ
ラ
バ
ヤ
ガ
テ
蔵
人
頭
俊
賢
候
メ
リ
、
メ
シ
オ
ハ
シ

マ
セ
。
申
キ
カ
セ
候
ハ
ン
」
ト
申
サ
セ
給
ケ
レ
バ
、「
ヤ
、
ト
シ
カ
タ
コ
レ
ヘ
マ
イ
レ
」
ト
メ
シ
ケ
レ
バ
マ
イ
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、

女
院
ノ
、「
大
納
言
道
長
ニ
太
政
官
文
書
ハ
奏
セ
ヨ
ト
、
ト
ク
オ
ホ
セ
ク
ダ
セ
ヨ
」
ト
仰
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
俊
賢
タ
カ
ク
ヰ
セ
ウ

シ
テ
マ
カ
リ
タ
チ
テ
、
ヤ
ガ
テ
仰
下
ケ
レ
バ
、
…
…

 

（
巻
三―

―

一
七
〇
〜
七
一
ペ
ー
ジ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
道
長
に
執
政
の
「
臣
」
の
宣
旨
を
下
す
よ
う
に
道
長
の
姉
の
詮
子
が
懸
命
に
な
っ
て
一
条
天
皇
へ
詰
め
寄
っ
て
い

る
。
史
論
で
あ
り
な
が
ら
物
語
の
よ
う
に
精
彩
を
放
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
当
該
場
面
は
『
大
鏡
』
に
も
、

…
…
さ
れ
ば
、
上
の
御
局
に
の
ぼ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、「
こ
な
た
へ
」
と
は
せ
申
さ
せ
た
ま
は
で
、
我
、
夜
の
御
殿
に
入
ら
せ
た

ま
ひ
て
、
泣
く
泣
く
申
さ
せ
た
ま
ふ
。
そ
の
日
は
、
入
道
殿
は
上
の
御
局
に
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。
い
と
ひ
さ
し
く
出
で
さ
せ

た
ま
は
ね
ば
、
御
胸
つ
ぶ
れ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
と
ば
か
り
あ
り
て
、
戸
を
押
し
開
け
て
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
御

顔
は
赤
み
濡
れ
つ
や
め
か
せ
た
ま
ひ
な
が
ら
、
御
口
こ
こ
ろ
よ
く
笑
ま
せ
た
ま
ひ
て
、「
あ
は
や
、
宣
旨
下
り
ぬ
」
と
こ
そ
申

さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
。

 

（
「
道
長
伝
」
一
八
〇
）

と
あ
っ
て
、
施
線
で
泣
く
泣
く
天
皇
に
弟
の
道
長
を
「
臣
」
に
し
て
ほ
し
い
と
懇
請
し
、
つ
い
に
天
皇
か
ら
の
宣
旨
が
下
っ
た
の
で
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二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
歓
喜
し
て
い
る
詮
子
を
語
っ
て
い
た
。
詮
子
の
心
情
表
現
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
物
語
と
し
て
は

『
愚
管
抄
』
の
方
が
『
大
鏡
』
よ
り
数
段
上
の
印
象
深
い
情
況
で
あ
る
。
刮
目
す
べ
き
は
俊
賢
の
名
が
五
回
も
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、

道
長
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
押
し
出
す
の
で
あ
る
。
藤
原
摂
関
家
と
外
戚
関
係
が
な
い
後
三
条
天
皇
が
、
藤
原
師
実

の
女
の
賢
子
入
内
を
決
断
、
そ
の
朗
報
を
伝
え
る
た
め
に
師
実
が
宇
治
に
隠
棲
し
て
い
る
父
の
藤
原
頼
通
の
許
ヘ
行
く
場
面
（
巻
四

―
―

一
九
六
〜
九
九
ペ
ー
ジ
）
に
匹
敵
す
る
白
眉
の
場
面
構
成
で
あ
ろ
う
。
特
に
留
意
し
た
い
の
は
、
当
該
の
場
面
に
は
『
大
鏡
』
で

は
俊
賢
の
登
場
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
慈
円
の
独
自
の
道
理
史
観
が
通
底
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、

　

イ
マ
ソ
ノ
子
俊
賢
ハ
又
コ
ト
ニ
〳
〵
御
堂
ニ
ハ
シ
タ
シ
ク
候
テ
、
イ
サ
サ
カ
モ
ア
シ
キ
意
趣
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
ヨ
キ
人
ニ
ナ

リ
ヌ
レ
バ
、
ヒ
ガ
ゴ
ト
ハ
思
ヘ
レ
ド
モ
、
ヤ
ガ
テ
思
ヒ
カ
ヘ
シ
、
又
ム
ヤ
ク
ノ
ア
シ
キ
意
趣
ナ
ド
ヲ
フ
カ
ク
ム
ス
ブ
コ
ト
ヲ
セ

ヌ
ナ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
ワ
レ
モ
人
モ
ヲ
ダ
シ
キ
正
道
ト
ハ
云
コ
ト
ナ
レ
。
ア
ヤ
マ
レ
ル
ヲ
ア
ラ
タ
ム
ル
ノ
善
ノ
、
コ
レ
ヨ
リ
ヲ
ホ

キ
ナ
ル
ナ
シ
ト
云
明
文
ハ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
大
方
御
堂
ノ
御
世
ニ
ハ
、
ヨ
ロ
ヅ
ノ
人
ソ
ノ
心
ノ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
ア
リ

サ
マ
ノ
、
ス
ク
〳
〵
ト
私
ナ
ク
、
當
時
タ
ヾ
ヨ
カ
ル
ベ
キ
ヤ
ウ
ノ
ホ
カ
ニ
、
又
ヤ
ウ
モ
ナ
ク
ハ
カ
ラ
イ
サ
ダ
メ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル

ニ
、
ヨ
ロ
ヅ
皆
キ
ヽ
テ
、
人
モ
ナ
ビ
キ
帰
シ
申
タ
リ
ケ
ル
ヨ
ト
、
ア
ラ
ハ
ニ
ミ
ユ
ル
ナ
リ
ケ
ル
。

 

（
巻
四―

―

一
八
〇
〜
八
一
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
、
安
和
の
変
当
時
で
は
、
す
で
に
十
一
歳
の
俊
賢
で
あ
っ
た
の
で
父
の
高
明
が
配
流
さ
れ
て
い
く
惨
事
を
瞼
に
焼
き
付
け
て

い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
施
線
で
は
道
長
の
領
導
し
て
い
る
現
今
の
治
世
で
そ
の
苦
悶
の
意
趣
が
俊
賢
に
は
無
い
ば
か
り
か
む
し
ろ
道

長
に
臣
従
し
て
い
る
と
慈
円
は
力
説
し
て
い
る
（
こ
の
こ
と
は
『
愚
管
抄
』
の
文
章
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
後
述
。）
道
長
が
「
臣
」
に
就
く

た
め
の
宣
旨
を
下
す
よ
う
に
詮
子
が
天
皇
の
詰
め
寄
る
場
面
に
俊
賢
を
大
き
く
押
し
出
し
た
慈
円
の
意
図
は
、
二
重
施
線
に
あ
る
よ

う
に
道
長
の
領
導
し
た
治
世
の
特
質
を
標
榜
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
道
長
と
俊
賢
の
主
従
関
係
を
末
代
の
治
世

で
指
標
す
べ
き
で
あ
る
と
鋭
く
説
諭
す
る
。
こ
れ
は
「
世
継
物
語
」
の
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
大
鏡
』
に
は
「
す
べ
ら
ぎ
の
あ

と
も
つ
ぎ
つ
ぎ
か
く
れ
な
く
あ
ら
た
に
見
ゆ
る
古
鏡
か
も
」（
「
後
一
条
院
伝
」
三
一
）
と
の
歌
を
配
し
、
代
々
の
天
皇
の
事
蹟
も
次
々

と
順
を
追
っ
て
、
隠
れ
な
く
、
新
し
く
映
し
出
し
、
歴
史
の
真
実
を
顕
す
と
作
者
は
表
明
し
た
。『
大
鏡
』
を
承
け
て
い
る
『
今
鏡
』
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で
も
「
古
を
か
が
み
、
今
を
か
が
み
る
な
ど
い
ふ
事
に
て
あ
る
に
、
古
も
あ
ま
り
な
り
。
今
鏡
と
や
い
は
ま
し
」（
序
）
と
あ
っ
て
、

趣
向
と
し
て
の
紫
式
部
に
仕
え
た
老
媼
の
回
顧
談
か
ら
『
白
氏
文
集
』
の
「
太
宗
ハ

常
ニ

以
テ
レ

人
ヲ

為
シ
レ

鏡
ト

、
鑑
ミ
テ
レ

今
ヲ

不
レ

鑑
ミ
レ

容
ヲ

…
」
の
教
え
を
作
者
を
宣
揚
し
て
い
る
。
要
す
る
に
『
愚
管
抄
』
の
方
が
よ
り
濃
厚
な
「
鑑
戒
」
な
の
で
あ
る
。

　

忌
わ
し
い
安
和
の
変
に
ま
つ
わ
る
親
の
世
代
の
禍
根
に
は
全
く
恬
淡
と
し
て
、
甲
斐
甲
斐
し
く
道
長
に
臣
従
し
て
い
る
俊
賢
を

『
愚
管
抄
』
で
は
押
し
出
し
た
。
執
政
の
「
臣
」
と
し
て
の
道
長
と
そ
の
廷
臣
と
し
て
俊
賢
と
の
麗
し
い
主
従
関
係
を
見
事
に
捉
え
、

末
代
か
ら
将
来
の
人
々
の
生
き
方
に
資
す
る
よ
う
に
慈
円
は
仕
組
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
『
治
承
物
語
』
に
取
用
し
て
い
る
『
愚
管
抄
』
と
の
関
係
を
も
配
意
し
つ
つ
、
俊
賢
を
は
じ
め
と
す
る
四
納
言
を
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。『
治
承
物
語
』
と
同
様
に
同
時
代
を
対
象
に
し
た
『
今
鏡
』
に
は
、

ま
た
少
将
時
叙
と
聞
え
給
ひ
し
源
氏
の
、
一
条
の
お
と
ど
の
御
子
、
大
原
の
御
室
な
ど
聞
え
て
、
や
む
ご
と
な
き
真
言
師
お
は

し
き
。

　

ま
た
村
上
の
兵
部
卿
致
平
の
御
子
の
成
信
の
中
将
、
ま
た
堀
河
関
白
の
孫
に
や
お
は
し
け
む
、
重
家
の
少
将
と
て
、
左
大
臣

の
ひ
と
り
子
に
お
は
せ
し
、
も
ろ
と
も
に
仏
道
に
一
つ
御
心
に
契
り
申
し
給
ひ
て
、
三
井
寺
の
慶
祚
阿
闍
利
の
室
に
お
は
し
て
、

「
世
を
そ
む
き
な
む
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、

「
名
高
く
お
は
す
る
君
だ
ち
に
お
は
す
る
に
、
び
ん
な
く
侍
り
な
む
」
と
否
び
申
し
け
れ
ど
も
、
か
ね
て
御
髪
を
き
り
て
お
は

し
け
れ
ば
、
慶
祚
阿
闍
利
許
し
聞
え
て
け
り
。
照
中
将
、
光
少
将
な
ど
申
し
け
る
と
か
や
。
中
将
は
二
十
三
、
い
ま
ひ
と
り
は

二
十
五
に
お
は
し
け
る
と
か
や
。

行
成
中
納
言
の
御
夢
に
、
重
家
の
消
息
と
て
、

「
世
を
そ
む
き
な
む
」
と
い
ふ
こ
と
の
た
ま
ひ
け
る
を
、
御
堂
の
大
臣
の
御
許
に
お
は
し
あ
ひ
て
、

「
か
か
る
夢
こ
そ
見
侍
り
つ
れ
」
と
語
り
聞
え
給
ひ
け
れ
ば
、
少
将
う
ち
笑
い
て
、

「
ま
さ
し
き
御
夢
に
侍
り
。
し
か
思
ふ
」
な
ど
の
た
ま
は
せ
け
る
。
次
の
夜
、
寺
の
大
阿
闍
利
房
へ
お
は
し
た
り
け
る
と
な
む
。

年
ご
ろ
の
御
こ
こ
ろ
ざ
し
の
う
へ
に
、
時
の
一
の
人
の
わ
づ
ら
ひ
給
ふ
だ
に
、
人
も
た
ゆ
む
こ
と
多
く
、
世
の
頼
み
な
き
や
う
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に
お
ぼ
え
給
ふ
こ
と
の
心
細
く
お
ぼ
え
給
ひ
て
、
さ
ば
か
り
惜
し
か
る
べ
き
君
だ
ち
の
、
そ
の
御
年
の
ほ
ど
に
思
ほ
し
と
り
、

行
ひ
す
ま
し
給
へ
り
し
、
あ
は
れ
な
ど
い
ふ
も
、
こ
と
も
よ
ろ
し
か
り
し
こ
と
ぞ
か
し
。

　

こ
の
こ
と
を
、
ま
た
人
の
申
し
侍
り
し
は
、

「
斉
信
、
公
任
、
俊
賢
、
行
成
と
聞
え
給
ひ
し
大
納
言
た
ち
、
陣
の
座
に
て
、
世
の
定
な
ど
し
給
ひ
け
る
を
立
ち
聞
き
給
ひ
て
、

『
位
高
く
の
ぼ
ら
む
と
思
ふ
は
、
身
の
恥
を
知
ら
ぬ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
か
や
う
に
世
の
定
め
な
ど
せ
む
こ
と
も
、
え
及
ぶ
べ

く
も
お
ぼ
え
ず
。
後
の
世
を
ぞ
思
ひ
と
る
べ
か
り
け
る
』
な
ど
思
ひ
て
、
出
で
給
ひ
け
る
夜
、
重
家
の
少
将
、
御
親
の
大
納
言

に
い
と
ま
申
し
給
ひ
け
る
を
、
お
ほ
か
た
と
ど
め
ら
る
べ
き
け
し
き
も
な
か
り
け
れ
ば
、
え
と
ど
め
給
は
ざ
り
け
る
」
と
も
聞

え
侍
り
き
。
行
成
大
納
言
の
御
日
記
に
は
、
さ
き
に
申
し
つ
る
や
う
に
ぞ
侍
な
る
。
こ
れ
は
異
人
の
語
り
侍
り
し
な
り
。
四
条

大
納
言
公
任
の
御
歌
な
ど
侍
り
し
か
と
よ
。
御
集
な
ど
に
は
見
え
侍
ら
む
。

 

（
藤
波
の
中
・
第
五
「
苔
の
衣
」
）

と
あ
り
、
四
納
言
の
器
量
を
際
立
て
る
話
柄
で
あ
る
。
施
線
に
あ
る
よ
う
に
四
納
言
が
陣
の
座
の
会
議
で
学
才
を
発
揮
し
あ
っ
て
い

る
様
子
を
た
っ
た
ま
ま
こ
っ
そ
り
聞
い
て
い
た
「
照
中
将
」
こ
と
二
十
三
歳
の
成
信
と
「
光
中
将
」
こ
と
二
十
五
歳
の
重
家
は
衝
撃

を
う
け
る
。
成
信
も
重
家
も
比
類
な
い
ほ
ど
に
優
れ
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
が
、「
高
位
に
の
ぼ
ろ
う
と
思
う
の
は
恥
を
知
ら
な

い
の
と
同
然
で
あ
る
、
俗
世
に
い
て
も
何
に
な
ろ
う
」
と
の
思
い
を
つ
の
ら
せ
て
出
家
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
説
話
は
『
続
古
事
談
』・

『
発
心
集
』
に
も
収
載
し
て
い
る
の
で
、
慈
円
の
在
世
し
て
い
る
廟
堂
内
外
に
も
流
布
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
学
才
の
評
判
が
高

か
っ
た
行
長
が
、
後
鳥
羽
院
の
御
所
の
高
陽
院
で
『
白
氏
文
集
』
の
「
御
論
義
」
で
失
態
、
遁
世
し
て
比
叡
山
延
暦
寺
の
別
所
の
西

山
に
赴
い
た
。
そ
の
西
山
の
空
間
に
慈
円
圏
が
組
織
さ
れ
て
、『
治
承
物
語
』
を
創
出
し
て
い
く
の
に
参
画
し
た
。
本
説
話
を
行
長
を

は
じ
め
と
し
て
慈
円
圏
に
い
る
他
の
緇
素
も
大
い
に
気
に
と
め
て
い
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
本
説
話
が
『
愚
管
抄
』
に
取
用
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

四
納
言
サ
カ
リ
ノ
ト
キ
、
テ
ル
中
将
、
ヒ
カ
ル
少
将
ト
テ
、
殿
上
人
ノ
メ
デ
タ
キ
ア
リ
ケ
ル
ハ
、
中
将
ノ
テ
ヽ
ハ
兵
部
卿
ノ
宮
、

母
ハ
タ
カ
ツ
カ
サ
殿
ノ
ア
ネ
ニ
テ
ア
リ
ケ
レ
バ
、
御
堂
ノ
御
子
ニ
ナ
リ
テ
成
信
ト
ゾ
ナ
ハ
申
ケ
ル
。
少
将
ハ
ア
キ
ミ
ツ
ノ
左
大
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臣
ノ
子
ナ
リ
。
重
家
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
コ
ノ
二
人
仗
儀
ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
立
聞
テ
、
四
納
言
ノ
我
モ
〳
〵
ト
才
覚
ヲ
ハ
キ
ツ
ツ
サ
ダ

メ
申
ケ
ル
ヲ
聞
テ
、「
ワ
レ
ラ
成
ア
ガ
リ
ナ
ン
後
ア
レ
ラ
ガ
ヤ
ウ
ニ
ア
ラ
ン
ズ
ル
ガ
、
ヲ
ト
リ
テ
ハ
世
ニ
ア
リ
テ
モ
無
益
ナ
リ
。

イ
ザ
佛
道
ト
云
道
ノ
ア
ン
ナ
ル
ヘ
イ
リ
ナ
ン
」
ト
テ
、
カ
イ
ナ
シ
テ
、
二
人
ナ
ガ
ラ
長
保
三
年
二
月
三
日
出
家
シ
テ
、
少
将
入

道
ハ
大
原
ノ
少
将
入
道
寂
源
ト
テ
、
池
上
ノ
ア
ザ
リ
ノ
弟
子
ニ
テ
聞
ヘ
タ
ル
人
ナ
リ
。
中
将
入
道
ハ
三
井
寺
ニ
テ
、
御
堂
ノ
御

薨
逝
ノ
時
ニ
モ
、
善
知
識
ニ
候
ハ
レ
ケ
ル
ナ
ド
コ
ソ
申
ツ
タ
ヘ
タ
レ
。
ト
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
ヨ
キ
コ
ト
ノ
ミ
侍
リ
ケ
ル
世
ニ
コ
ソ
。

　

 

　
　
　
　
　
　
　

（
巻
五―

―

一
八
一
〜
八
二
ペ
ー
ジ
）

と
み
え
る
。
西
山
と
同
じ
別
所
の
大
原
や
三
井
寺
が
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
慈
円
の
錯
誤
も
介
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
二
重

施
線
部
で
重
家
少
将
を
大
原
少
将
と
し
て
い
る
の
は
『
今
鏡
』
の
二
重
線
部
の
「
大
原
入
道
」
と
呼
ば
れ
た
少
将
時
叙
と
少
将
重
家
と

の
混
同
で
あ
っ
て
、『
今
鏡
』
の
説
話
を
念
頭
に
慈
円
は
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
〕
32
〔

。
重
家
の
言
動
を
叙
述
し
つ
つ
し
か
も
具
体
的

に
出
家
し
た
年
月
日
を
付
し
、
し
か
も
四
納
言
が
仕
え
た
道
長
の
逝
去
の
際
の
全
知
識
で
あ
っ
た
こ
と
も
付
言
し
て
括
っ
て
い
る
。「
鑑

戒
」
と
な
る
よ
う
に
道
理
史
観
か
ら
組
み
替
え
た
の
で
錯
綜
し
て
い
る
。
要
す
る
に
晦
渋
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

『
今
鏡
』
を
も
と
に
『
愚
管
抄
』
で
は
、
安
和
の
変
後
の
人
間
関
係
を
叙
述
し
て
「
…
…
ネ
ブ
カ
ク
サ
ヲ
モ
フ
ト
モ
、
シ
フ
ベ
キ
コ

ト
ナ
ラ
ネ
バ
、
人
モ
カ
ク
サ
タ
ス
ナ
ド
ヲ
モ
イ
テ
、
メ
シ
カ
ヘ
サ
レ
ニ
ケ
ル
ナ
メ
リ
。
イ
マ
ソ
ノ
子
俊
賢
ハ
又
コ
ト
ニ
〳
〵
御
堂
ニ

ハ
シ
タ
シ
ク
候
テ
、
イ
サ
サ
カ
モ
ア
シ
キ
意
趣
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
ヨ
キ
人
ニ
ナ
リ
ヌ
レ
バ
、
ヒ
ガ
ゴ
ト
ハ
思
ヘ
レ
ド
モ
、
ヤ
ガ
テ
思
ヒ

カ
ヘ
シ
、
又
ム
ヤ
ク
ノ
ア
シ
キ
意
趣
ナ
ド
ヲ
フ
カ
ク
ム
ス
ブ
コ
ト
ヲ
セ
ヌ
ナ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
ワ
レ
モ
人
モ
ヲ
ダ
シ
キ
正
道
ト
ハ
云
コ

ト
ナ
レ
。（
中
略
）
大
方
御
堂
ノ
御
世
ニ
ハ
、
ヨ
ロ
ヅ
ノ
人
ソ
ノ
心
ノ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
ア
リ
サ
マ
ノ
、
ス
ク
〳
〵
ト
私
ナ
ク
、
當
時
タ
ヾ

ヨ
カ
ル
ベ
キ
ヤ
ウ
ノ
ホ
カ
ニ
、
又
ヤ
ウ
モ
ナ
ク
ハ
カ
ラ
イ
サ
ダ
メ
テ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
ニ
、
ヨ
ロ
ヅ
皆
キ
ヽ
テ
、
人
モ
ナ
ビ
キ
帰
シ
申
タ

リ
ケ
ル
…
…
」（
巻
四―

―

一
八
〇
〜
八
一
ペ
ー
ジ
）
と
あ
っ
て
、
父
の
高
明
が
藤
原
摂
関
家
に
追
い
落
と
さ
れ
た
時
は
十
歳
で
あ
っ
た
俊

賢
は
、
そ
の
政
変
を
幼
心
に
焼
き
付
け
た
は
ず
で
あ
る
。
が
、
そ
の
後
に
は
信
任
さ
れ
て
道
長
と
俊
賢
と
の
麗
し
い
主
従
関
係
を
築

い
て
い
る
と
道
理
史
観
か
ら
把
捉
し
た
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
一
条
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
領
導
し
て
い
る
道
長
の
所
業
に

関
連
し
て
、
三
代
前
の
冷
泉
天
皇
の
時
に
あ
っ
た
安
和
の
変
の
顚
末
を
詳
述
す
る
こ
と
で
、「
御
堂
ト
云
誠
ノ
賢
臣
ソ
ノ
世
ニ
ヲ
ハ
セ
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ズ
ハ
、
ア
ヤ
ウ
カ
ル
ベ
カ
リ
ケ
ル
世
」（
巻
四―

―

一
八
三
ペ
ー
ジ
）
と
展
開
さ
せ
た
。
そ
れ
を
慈
円
自
身
が
生
き
て
い
る
現
今
末
代
の

治
世
に
引
き
寄
せ
て
、

一
ノ
人
モ
ア
ル
マ
ジ
。
コ
レ
ヲ
又
カ
ク
ミ
シ
リ
テ
モ
チ
イ
ル
臣
家
モ
ア
ル
マ
ジ
。
カ
ヽ
ル
器
量
ド
モ
ノ
ア
イ
〳
〵
ヌ
ル
世
ヲ
、

ナ
ド
ミ
ザ
リ
ケ
ン
ト
ノ
ミ
シ
ノ
バ
ル
レ
ド
モ
、
サ
ラ
ニ
云
カ
イ
ナ
キ
ス
ヘ
ノ
世
ナ
レ
バ
、
思
ヒ
ヤ
ル
カ
タ
ナ
シ
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
四―

―

一
八
一
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
、
現
実
を
直
視
し
な
が
ら
二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
慈
円
は
慨
嘆
し
て
い
る
。
こ
の
筆
致
に
も
「
世
継
物
語
」
の
方
法
が
あ

る
。
器
量
を
も
つ
「
一
ノ
人
」
す
な
わ
ち
執
政
の
「
臣
」
で
あ
る
道
長
を
追
懐
し
て
い
る
慈
円
が
歴
然
で
あ
る
か
ら
に
は
、「
愚
癡

無
智
ノ
人
」
を
は
じ
め
と
し
て
末
代
現
今
か
ら
将
来
の
人
々
の
心
に
差
し
入
れ
る
「
鑑
戒
」
と
し
て
や
は
り
叙
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

『
愚
管
抄
』
の
「
四
納
言
ガ
コ
ヘ
ア
イ
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
ン
ド
モ
、
ヨ
キ
物
語
ド
モ
ナ
レ
ド
、
サ
ノ
ミ
ハ
カ
キ
ツ
ク
シ
ガ
タ
シ
。
又
用

ジ
モ
ナ
キ
事
ナ
リ
。」（
巻
四―

―

一
八
五
ペ
ー
ジ
）
の
言
辞
と
、
俊
賢
ら
の
四
納
言
の
器
量
を
見
て
成
信
・
重
家
と
が
一
緒
に
出
家
し

た
説
話
と
が
『
愚
管
抄
』
に
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
『
大
鏡
』
に
語
ら
れ
て
い
る
四
納
言
に
関
す
る

物
語
へ
傾
斜
さ
せ
る
慈
円
の
思
念
は
、
同
時
代
史
に
及
ば
せ
た
と
き
に
は
や
は
り
施
線
の
「
物
語
」
す
な
わ
ち
『
今
鏡
』
の
後
を
引

き
継
ぐ
「
世
継
物
語
」
の
『
治
承
物
語
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
に
も
俊
賢
の
父
・
高
明
配
流
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
満
仲
の
密
告

が
活
用
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

安
和
の
変
を
め
ぐ
る
高
明
の
子
と
そ
の
俊
賢
を
媒
介
に
し
て
、
藤
原
摂
関
家
の
道
長
の
世
よ
り
「
武
者
ノ
世
」
で
あ
る
現
今
末
代

ま
で
が
『
愚
管
抄
』
で
は
鳥
瞰
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
、

冷
泉
院
御
位
ノ
時
、
ウ
ツ
ヽ
御
心
モ
無
ク
物
狂
シ
ク
ノ
ミ
御
坐
ケ
レ
バ
、「
長
ラ
ヘ
テ
、
天
下
ヲ
知
食
事
イ
カ
ヾ
」
ト
思
ヘ
リ

ケ
ル
ニ
、
御
弟
ノ
染
殿
ノ
式
部
卿
ノ
宮
、
西
宮
ノ
左
大
臣
ノ
御
聟
ニ
テ
御
坐
シ
ケ
リ
。「
ヨ
キ
人
ニ
テ
渡
ラ
セ
給
」
ト
人
思
ヘ
リ
。

中
務
少
輔
橘
敏
延
、
僧
連
茂
、
千
晴
ナ
ド
ガ
、「
式
部
卿
宮
ヲ
取
奉
テ
、
東
国
ヘ
趣
テ
、
軍
兵
ヲ
語
ツ
ヽ
、
位
ニ
即
奉
ム
」
ト
、

右
近
馬
場
ニ
テ
、
夜
ナ
〳
〵
議
シ
ケ
ル
ヲ
、
多
田
満
仲
比
由
ヲ
奏
聞
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
西
宮
殿
ハ
被
レ
流
給
ニ
ケ
リ
。
西
宮

殿
ハ
知
給
ハ
ザ
リ
ケ
ル
ヲ
、
敏
延
ハ
、「
播
磨
国
給
ハ
ラ
ム
」、
連
茂
ハ
、「
一
度
ニ
僧
正
ニ
成
ラ
ン
」
ナ
ド
思
テ
、
カ
ヽ
ル
事
ヲ
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思
ヒ
立
ニ
ケ
リ
。
満
仲
モ
語
ハ
レ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
（
中
略
）
此
事
ヲ
バ
小
一
条
ノ
左
大
臣
師
尹
ノ
殊
ニ
申
沙
汰
シ
テ
、
西
宮
左
大

臣
流
シ
テ
、
其
カ
ハ
リ
ニ
大
臣
ニ
ハ
小
一
条
院
ノ
成
給
タ
リ
ケ
ル
ガ
、

 

（
二
中
・
二
六
「
後
三
条
院
ノ
宮
事
」
）

と
あ
っ
て
師
輔
の
女
か
ら
誕
生
し
た
冷
泉
天
皇
か
ら
、
高
明
の
左
遷
の
顚
末
を
概
括
し
て
施
線
部
で
満
仲
の
密
告
が
明
確
に
語
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
し
た
よ
う
に
治
承
三
年
（
一
一
八
〇
）
十
一
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
執
政
の
「
臣
」
で
あ
る
松
殿
基
房

が
配
流
に
関
連
し
て
、
屋
代
本
に
、

大
臣
流
罪
ノ
例
ハ
、
右
大
臣
曽
我
赤
兄
、
右
大
臣
豊
成
、
左
大
臣
魚
名
、
菅
原
右
大
臣
、
今
ノ
北
野
天
神
也
、
左
大
臣
高
明
、

…
…

 

（
巻
三
・「
入
道
相
国
奉
恨
朝
家
事
同
悪
行
事
」
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
安
和
の
変
の
顚
末
が
『
新
古
今
集
』
の
代
表
的
歌
人
慈
円
に
は
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
慈
円

だ
け
で
は
な
く
、
す
こ
し
で
も
故
実
を
弁
え
て
い
る
人
な
ら
ば
「
左
大
臣
高
明
」
の
左
遷
か
ら
満
仲
の
密
告
の
顚
末
が
脳
裏
に
湧

出
し
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
菅
原
道
真
を
遠
祖
と
す
る
学
儒
の
為
長
ま
た
行
長
は
じ
め
と
す
る
慈
円
圏
に
集
っ
て
い
る
人
材
な
ら

ば
、
学
を
好
ん
だ
高
明
そ
し
て
子
の
俊
賢
に
親
愛
の
情
を
つ
の
ら
せ
た
の
は
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。
二
重
施
線
に
あ
る
「
左
大
臣

高
明
」
の
配
流
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
満
仲
の
密
告
を
も
と
に
「
あ
そ
び
心
」
か
ら
行
綱
の
密
告
を
『
治
承
物
語
』
の
「
鹿
ヶ
谷

事
件
」
を
虚
構
化
す
る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

　

『
愚
管
抄
』
の
一
条
天
皇
の
在
位
し
て
い
る
治
世
に
三
代
前
の
冷
泉
天
皇
の
在
位
し
て
い
た
世
に
惹
起
し
た
安
和
の
変
を
詳
述
す

る
こ
と
で
、
他
方
、
慈
円
は
賢
臣
で
あ
る
執
政
の
「
臣
」
の
道
長
と
道
長
に
臣
従
し
て
い
る
俊
賢
と
の
麗
し
い
君
臣
関
係
を
現
今
末

代
か
ら
将
来
の
人
々
の
心
に
差
し
入
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
七
）　

諸
大
夫
の
光
頼
と
そ
の
子
息
そ
し
て
成
親
へ

　

『
愚
管
抄
』
の
「
清
盛
伝
」
の
「
句
」
に
は
、

我
身
ハ
太
政
大
臣
ニ
テ
、
重
盛
ハ
内
大
臣
左
大
将
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
程
ニ
、
院
ハ
又
コ
ノ
建
春
門
院
ニ
ナ
リ
カ
ヘ
ラ
セ
給
テ
、
日

本
國
女
人
入
眼
モ
カ
ク
ノ
ミ
ア
リ
ケ
レ
バ
誠
ナ
ル
ベ
シ
。
先
ハ
皇
后
宮
、
ノ
チ
ニ
院
号
國
母
ニ
テ
、

 

（
巻
五―

―

二
四
三
ペ
ー
ジ
）

と
あ
る
こ
と
が
、「
永
万
元
年
八
月
十
七
日
ニ
清
盛
ハ
大
納
言
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。」
（
巻
五―

―

二
四
一
ペ
ー
ジ
）
と
あ
っ
て
、
国
政
に
参

画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
清
盛
は
、
次
第
に
廟
堂
に
権
力
を
拡
大
さ
せ
て
「
思
フ
サ
マ
ニ
入
道
、
帝
ノ
外
祖
ニ
成
ニ
ケ
リ
。」
（
巻
五―

―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
天
皇
の
外
祖
父
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
根
拠
が
「
女
人
入
眼
」
の
道
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
道
理
が
通
っ
て
い
た
十
四
年
間
の
治
世
な
か
に
は
、
平
家
一
門
を
批
判
す
る
貴
族
の
動
き
に
は
全
く
ふ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
当

該
の
文
章
を
叙
述
し
て
い
る
慈
円
は
、
後
白
河
院
と
平
清
盛
と
の
協
調
の
な
か
に
推
移
し
て
い
っ
た
歴
史
時
間
と
し
て
縁
取
っ
て
、

徐
々
に
廟
堂
で
威
勢
を
は
っ
て
、
つ
い
に
天
皇
家
と
外
戚
関
係
を
築
い
て
し
ま
う
ま
で
の
清
盛
の
所
業
が
跡
付
け
て
い
る
。「
清
盛

伝
」
と
称
せ
る
句
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
清
盛
伝
」
に
直
結
し
て
い
る
の
が
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
「
句
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
始

発
に
な
る
『
愚
管
抄
』
の
文
章
は
、

カ
ク
テ
建
春
門
院
ハ
安
元
二
年
七
月
八
日
瘡
ヤ
ミ
テ
ウ
セ
給
ヒ
ヌ
。
ソ
ノ
ヽ
チ
院
中
ア
レ
行
ヤ
ウ
ニ
テ
ス
グ
ル
程
ニ
、
院
ノ
男

ノ
ヲ
ボ
ヘ
ニ
テ
、
成
親
ト
テ
…
…

 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
五―

―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
道
理
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
「
女
人
入
眼
」
の
当
人
で
あ
る
建
春
門
院
滋
子
が
世
を
去
っ
た
の
で
、
施
線

の
よ
う
に
「
院
中
」
す
な
わ
ち
「
後
白
河
院
の
領
導
す
る
廟
堂
」
に
亀
裂
が
入
る
。
そ
し
て
二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
後
白
河
院
の

寵
臣
の
藤
原
成
親
が
叙
述
の
正
面
に
せ
り
出
し
て
く
る
。
鹿
ヶ
谷
の
山
荘
で
の
平
家
討
伐
の
首
謀
者
の
成
親
へ
の
清
盛
の
厳
し
い
処

断
へ
及
ば
せ
た
慈
円
は
、
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成
親
ノ
大
納
言
ヲ
バ
ヨ
ビ
テ
、
盛
俊
ト
云
チ
カ
ラ
力
ア
ル
郎
従
、
盛
國
ガ
子
ニ
テ
ア
リ
キ
、
ソ
レ
シ
テ
イ
ダ
キ
テ
打
フ
セ
テ
、

ヒ
キ
シ
バ
リ
テ
部
屋
ニ
押
籠
テ
ケ
リ
。
公
卿
ノ
座
ニ
重
盛
ト
頼
盛
ト
居
タ
リ
ケ
ル
所
ヘ
、「
何
事
ニ
カ
メ
シ
ノ
候
ヘ
バ
参
テ
候
」

ト
テ
、
諒
闇
ニ
テ
建
春
門
院
母
后
ニ
テ
ウ
セ
給
テ
後
ノ
事
ニ
テ
ゾ
、
諒
闇
ノ
ナ
ヲ
シ
ニ
テ
、
ヨ
ニ
ヨ
ク
テ
キ
タ
リ
ケ
リ
。「
出

候
ハ
ン
ニ
コ
マ
カ
ニ
見
参
ハ
セ
ン
」
ト
テ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
ヤ
ガ
テ
カ
ク
シ
テ
ケ
レ
バ
、
重
盛
モ
思
モ
ヨ
ラ
デ
ア
キ
レ
ナ
ガ
ラ
、

コ
メ
タ
ル
部
屋
ノ
モ
ト
ニ
ユ
キ
テ
、
コ
シ
ウ
ト
ノ
ム
ツ
ビ
ニ
ヤ
、「
コ
ノ
タ
ビ
モ
御
命
バ
カ
リ
ノ
事
ハ
申
候
ハ
ン
ズ
ル
ゾ
」
ト

云
ケ
リ
。
サ
ヤ
ウ
ナ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
備
前
國
ヘ
ヤ
リ
テ
、
七
日
バ
カ
リ
物
ヲ
食
セ
デ
後
、
サ
ウ
ナ
ク
ヨ
キ
酒
ヲ
飲
セ
ナ
ド
シ
テ

ヤ
ガ
テ
死
亡
シ
テ
ケ
リ
。

 

（
巻
五―

―

二
四
五
ペ
ー
ジ
）

と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
成
親
の
助
命
を
嘆
願
す
る
重
盛
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
成
親
の
配
流
そ
し
て
惨
殺
の
顚
末
を
叙
述
す
る
。
物
語
で

も
「
小
松
殿
、「
イ
カ
ニ
ヤ
」
ト
宣
タ
レ
ハ
、
其
時
目
ヲ
見
開
テ
、
ウ
レ
シ
ケ
ニ
被
レ

思
タ
ル
景
気
、
地
獄
ニ
テ
地
蔵
菩
薩
ヲ
罪
人
共

カ
見
奉
リ
タ
ル
覧
モ
是
ニ
ハ
過
シ
ト
ソ
見
シ
。」（
巻
二
「
重
盛
卿
父
禅
門
諷
諌
事
」
）
と
し
、
つ
づ
け
て
清
盛
に
重
盛
は
今
宵
の
処
刑
を

と
り
あ
え
ず
は
断
念
さ
せ
た
と
語
っ
て
お
り
、
右
文
の
二
重
施
線
に
対
応
す
る
。
そ
の
後
、
波
線
部
に
あ
る
と
お
り
配
所
と
な
っ
た

備
前
に
追
い
遣
ら
れ
、
施
線
で
は
物
も
食
べ
さ
せ
な
い
で
置
か
れ
た
の
ち
に
強
い
酒
を
飲
ま
せ
ら
れ
た
と
叙
述
し
た
。
成
親
死
去
を

め
ぐ
る
本
事
象
を
物
語
の
方
で
は
「
酒
ニ
毒
ヲ
入
テ
勧
奉
ケ
レ
ト
モ
叶
ハ
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
岸
ノ
二
丈
計
有
ケ
ル
シ
モ
ニ
ヒ
シ
ヲ
ウ
ヘ

テ
、
其
ニ
突
落
シ
、
ヒ
シ
ニ
ツ
ラ
ヌ
キ
奉
テ
失
ケ
ル
ト
ソ
聞
ヘ
ケ
ル
。」（
巻
二
「
成
親
禅
門
逝
去
事
」
）
と
し
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
の
右

文
の
施
線
で
「
酒
」
の
語
を
具
体
的
に
取
り
込
ん
で
成
親
が
死
去
し
た
と
し
て
い
る
の
と
確
か
に
照
応
す
る
。
む
し
ろ
『
治
承
物
語
』

に
依
拠
し
つ
つ
独
自
の
改
変
が
施
さ
れ
、
史
論
も
凄
惨
な
最
期
を
摘
記
し
た
。
し
た
が
っ
て
『
愚
管
抄
』
の
「
清
盛
伝
」
に
つ
づ
く

当
該
の
「
句
」
は
「
成
親
伝
」
と
称
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
成
親
伝
」
を
緣
取
っ
て
い
る
の
は
廟
堂
の
動
揺
で
あ
る
。
王
法
の
荒
廃

を
濃
厚
に
叙
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
治
承
物
語
』
の
中
核
で
あ
る
「
頼
朝
の
物
語
」
を
取
用
し
な
が
ら
、
源
賴
朝
が
王
法
に
参

入
し
て
く
る
道
理
を
説
き
始
め
る
発
端
を
鮮
明
に
す
る
「
句
」
が
「
成
親
伝
」
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
直
前
の
「
句
」
の
「
清

盛
伝
」
で
の
「
女
人
入
眼
」
の
道
理
か
ら
、
次
の
頼
朝
を
め
ぐ
る
「
句
」
へ
及
ば
せ
る
媒
介
の
最
初
の
「
句
」
が
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
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に
し
て
「
成
親
伝
」
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
『
愚
管
抄
』
全
体
の
叙
述
か
ら
み
て
お
こ
う
。

　

『
愚
管
抄
』
の
付
録
で
七
期
に
歴
史
を
区
分
し
て
、

五 
、
初
ヨ
リ
其
儀
両
方
ニ
ワ
カ
レ
テ
。
ヒ
シ
〳
〵
ト
論
ジ
テ
ユ
リ
ユ
ク
ホ
ド
ニ
、
サ
ス
ガ
ニ
道
理
ハ
一
コ
ソ
ア
レ
バ
、
其
道

理
ヘ
イ
ヽ
カ
チ
テ
ヲ
コ
ナ
フ
道
理
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
地
體
ニ
道
理
ヲ
シ
レ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ド
、
シ
カ
ル
ベ
ク
テ
威
徳
ア
ル
人
ノ

主
人
ナ
ル
時
ハ
コ
レ
ヲ
用
ル
道
理
也
。
コ
レ
ハ
武
士
ノ
世
ノ
方
ノ
頼
朝
マ
デ
カ
。

 

（
巻
七―

―

三
二
五
〜
二
六
ペ
ー
ジ
）

と
の
道
理
史
観
が
あ
り
、
こ
の
第
五
期
の
文
章
か
ら
窺
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
別
帖
の
文
章
で
は
「
武
者
ノ
世
」
と
し
た
の
は
、

保
元
元
年
七
月
二
日
、
鳥
羽
院
ウ
セ
サ
セ
給
ヒ
テ
後
、
日
本
國
ノ
乱
逆
ト
云
コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ

リ
。
コ
ノ
次
第
ノ
コ
ト
ハ
リ
ヲ
、
コ
レ
ハ
セ
ン
ニ
思
テ
カ
キ
ヲ
キ
侍
ル
ナ
リ
。

 

（
巻
五―

―

二
〇
六
ペ
ー
ジ
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
周
知
の
言
辞
か
ら
廟
堂
の
内
紛
を
抉
っ
て
、
頼
朝
の
父
の
義
朝
を
は
じ
め
と
す
る
武
士
の
動
向
を
叙
述
し
て
い
く
。

そ
し
て
正
面
に
武
力
衝
突
を
押
し
出
す
に
あ
た
り
、

サ
レ
バ
世
ヲ
シ
ロ
シ
メ
ス
太
上
天
皇
ト
、
摂
籙
臣
ノ
ヲ
ヤ
ノ
サ
キ
ノ
関
白
殿
、
ト
モ
ニ
、
ア
ニ
ヲ
ニ
ク
ミ
テ
ヲ
ト
ヽ
ヲ
カ
タ
ヒ

キ
給
テ
、
カ
ヽ
ル
世
中
ノ
最
大
事
ヲ
オ
コ
ナ
ハ
レ
ケ
ル
ガ
、
世
ノ
ス
ヱ
ノ
カ
ク
ナ
ル
ベ
キ
時
運
ニ
ツ
ク
リ
ア
ハ
セ
テ
ケ
レ
バ
、

鳥
羽
院
、
知
足
院
一
御
心
ニ
ナ
リ
テ
シ
バ
シ
天
下
ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
コ
ノ
巨
害
ノ
コ
ノ
世
ヲ
バ
カ
ク
ナ
シ
タ
リ
ケ
ル
ナ
リ
。
サ

レ
ド
鳥
羽
院
ノ
御
在
生
マ
デ
ハ
、
マ
ノ
ア
タ
リ
内
乱
合
戦
ハ
ナ
ク
テ
ヤ
ミ
ニ
ケ
リ
。

 

（
巻
五―

―

二
一
六
〜
一
七
ペ
ー
ジ
）

と
副
詞
「
サ
レ
バ
」・「
サ
レ
ド
」
と
を
交
互
に
使
い
分
け
な
が
ら
論
理
を
展
開
さ
せ
て
、
治
天
の
「
君
」
で
あ
る
鳥
羽
院
が
在
世
し

て
い
た
の
で
乱
は
抑
止
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、

カ
ク
テ
鳥
羽
院
は
久
寿
ヲ
改
元
シ
テ
四
月
廿
四
日
ニ
保
元
ト
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
七
月
ノ
二
日
ウ
セ
給
ヒ
ケ
ル
。

 

（
巻
五―

―

二
一
七
ペ
ー
ジ
）



熊本学園大学　文学・言語学論集　第22巻第２号（2015年12月25日） (309) ― 217 ―

(20)

と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
二
日
に
院
が
崩
御
し
た
事
象
を
う
け
て
、
枠
で
括
っ
た
副
詞
「
カ
ク
テ
」
を

用
い
て
保
元
の
乱
の
武
力
衝
突
そ
の
も
の
の
顚
末
が
、
以
降
に
詳
述
さ
れ
は
じ
め
る
。
こ
の
別
帖
で
の
内
容
は
付
録
の
「
史
」
の
論

に
も
再
説
さ
れ
、

サ
レ
ド
モ
鳥
羽
院
ハ
最
後
ザ
マ
ニ
ヲ
ボ
シ
メ
シ
シ
リ
ケ
ン
、
物
ヲ
法
性
寺
殿
ニ
申
ア
ワ
セ
テ
、
ソ
ノ
申
サ
ル
ヽ
マ
ヽ
ニ
テ
、
後

白
河
院
位
ニ
ツ
ケ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
立
ナ
ヲ
リ
ヌ
ベ
キ
ト
コ
ロ
ニ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
成
行
ハ
世
ノ
ナ
ヲ
ル
マ
ジ
ケ
レ
バ
、
ス
ナ
ハ
チ

天
下
日
本
国
ノ
運
ノ
ツ
キ
ハ
テ
ヽ
、
大
乱
ノ
イ
デ
キ
テ
、
ヒ
シ
ト
武
者
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
シ
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
巻
七―

―

三
三
五
ペ
ー
ジ
）

と
あ
っ
て
、
文
章
の
構
造
か
ら
は
同
一
で
あ
る
。「
武
者
ノ
世
」
の
内
実
を
宣
揚
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
慈
円
の
激
し
い
情
念
が

う
ず
い
て
い
〕
33
〔

る
。
当
該
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
始
発
に
据
え
ら
れ
て
い
る
「
カ
ク
テ
建
春
門
院
ハ
安
元
二
年
七
月
八
日
瘡
ヤ
ミ
テ

ウ
セ
給
ヒ
ヌ
」
と
あ
る
文
の
副
詞
「
カ
ク
テ
」
は
、
保
元
の
乱
を
詳
述
す
る
に
あ
た
っ
て
の
副
詞
「
カ
ク
テ
」
と
は
全
く
同
じ
機
能

を
し
て
い
る
。
鳥
羽
院
崩
御
が
保
元
の
乱
の
勃
発
の
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
。
前
の
「
句
」
の
「
清
盛
伝
」
で
の
「
女
人
入
眼
」
の

道
理
が
通
じ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
事
象
は
建
春
門
院
滋
子
死
去
が
直
接
の
原
因
で

あ
る
と
慈
円
は
道
理
史
観
に
則
っ
て
説
諭
す
る
。
し
た
が
っ
て
鳥
羽
院
崩
御
に
よ
る
保
元
の
乱
勃
発
と
同
じ
論
理
展
開
な
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
事
象
を
歴
史
研
究
の
側
か
ら
も
、
す
で
に
元
木
泰
雄
が
、

女
院
の
死
去
に
よ
っ
て
後
白
河
と
清
盛
と
の
調
整
役
が
失
わ
れ
、
す
で
に
伏
在
し
て
い
た
人
事
の
対
立
が
鋭
敏
化
し
た
こ
と
は

言
を
ま
た
な
い
。
彼
女
の
死
去
を
き
っ
か
け
に
後
白
河
・
成な
り
ち
か親

・
重し
げ
も
り盛

ら
と
平
清
盛
や
平
氏
一
門
と
の
対
立
は
、
つ
い
に
大
規

模
な
政
変
と
な
っ
て
爆
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
千
僧
供
養
の
わ
ず
か
三
ヵ
月
の
後
の
六
月
に
は
、
供
養
に
列
席
し
た
院
近
臣
・

近き
ん
じ
ゅ習

た
ち
の
多
く
が
、
清
盛
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
殺
さ
れ
、
あ
る
い
は
流
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

鹿し
し
が
た
に

ヶ
谷
事
件
が
勃
発
す
る
の
で
あ
〕
34
〔

る
。

と
論
じ
て
い
る
の
で
、
史
実
か
ら
も
本
事
象
を
め
ぐ
る
慈
円
の
把
握
は
正
鵠
を
射
て
い
る
こ
と
に
は
な
ろ
う
。
ま
た
『
平
家
物
語
』

の
テ
キ
ス
ト
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
美
濃
部
重
克
は
、
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「
平
家
物
語
」
の
作
品
世
界
は
、
何
ゆ
え
に
平
家
が
滅
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
解
釈
に
帰
す
る
様
々

の
レ
ベ
ル
の
解
釈
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
愚
管
抄
」
に
示
さ
れ
た
王
法
観

に
近
い
、
王
法
創
始
の
時
に
お
け
る
天
照
大
神
と
天
児
屋
根
命
の
約
諾
と
い
う
王
権
と
攝
籙
権
の
一
種
の
神
授
説
に
王
法
の
根

拠
を
求
め
よ
う
と
す
る
王
法
観
を
そ
の
根
本
の
解
釈
原
理
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
鹿
谷
の
プ
ロ
ッ
ト
は
「
平
家
物

語
」
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
鹿
谷
の
プ
ロ
ッ
ト
と
テ
キ
ス
ト
全
体
と

の
相
似
的
な
関
係
が
「
平
家
物
語
」
の
テ
キ
ス
ト
に
本
来
的
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
〕
35
〔

す
。

と
指
摘
し
て
い
た
。『
愚
管
抄
』
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
美
濃
部
は
『
平
家
物
語
』
で
は
登
場
人
物
の
藤
原
成
親
を
中
心
に
展
開
す

る
一
連
の
物
語
に
は
、
平
家
一
門
の
悲
劇
を
先
取
る
テ
キ
ス
ト
の
相
似
形
が
内
在
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。
こ
の
美
濃
部
の
見
解
か

ら
も
『
愚
管
抄
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
に
し
て
「
成
親
伝
」
で
も
あ
る
当
該
の
「
句
」
と
『
治
承
物
語
』
が
語
る
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」

と
は
同
心
円
が
画
け
る
こ
と
に
な
り
、『
愚
管
抄
』
の
文
章
か
ら
『
治
承
物
語
』
の
成
親
が
抽
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

物
語
を
屋
代
本
に
沿
っ
て
み
て
い
く
と
、
右
大
将
を
め
ぐ
る
藤
原
成
親
と
平
宗
盛
の
抗
争
か
ら
山
荘
の
鹿
ヶ
谷
の
密
議
へ
及
ば
せ

て
、

新
大
納
言
、
多
田
蔵
人
ヲ
呼
テ
、「
御
辺
ヲ
ハ
一
方
ノ
大
将
ニ
憑
ム
ナ
リ
。
シ
ヲ
ウ
セ
ツ
ル
物
ナ
ラ
ハ
、
国
ヲ
モ
庄
ヲ
モ
所
望

ニ
可
シ
レ

随
。
先
弓
袋
ノ
料
ニ
」
ト
テ
、
白
布
五
十
端
被
レ

送
ケ
リ
。

 

（
巻
一
「
新
大
納
言
成
親
卿
以
下
謀
叛
事
」
）

と
し
て
、
そ
の
後
に
は
白
山
騒
動
に
と
も
な
う
延
暦
寺
衆
徒
と
の
動
き
か
ら
仏
法
の
動
揺
、
そ
し
て
「
内
裏
焼
亡
事
」
と
い
う
王
法

の
動
揺
を
語
っ
て
物
語
の
巻
第
一
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
巻
第
二
で
は
、
白
山
騒
動
す
な
わ
ち
加
賀
国
の
国
司
で
あ
っ
た
師
髙
は
院

の
近
臣
で
あ
る
西
光
の
子
で
あ
っ
た
が
、
国
衙
領
の
侵
犯
か
ら
白
山
の
衆
徒
等
と
対
立
し
、
激
し
い
抗
争
を
続
け
て
お
り
、
目
代
と

し
て
事
に
あ
た
っ
て
い
た
師
高
の
弟
の
師
経
が
、
逃
げ
帰
り
、
院
の
庁
に
訴
え
た
と
語
る
。
一
方
、
白
山
の
衆
徒
等
は
神
輿
を
本
山

の
比
叡
山
延
暦
寺
に
か
つ
ぎ
上
げ
て
強
訴
を
求
め
た
。
そ
こ
で
院
の
庁
と
山
門
と
の
紛
争
が
勃
発
す
る
。
後
白
河
院
は
院
宣
を
も
っ

て
軍
兵
を
召
集
し
て
山
門
を
攻
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
仏
法
と
王
法
と
が
危
殆
に
瀕
し
て
い
く
時
局
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の
実
相
を
も
踏
ま
え
て
、
本
物
語
で
は
行
綱
密
告
が
虚
構
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
面
は
、

新
大
納
言
成
親
卿
ハ
、
依
テ
二

山
門
騒
動
ニ
一

私
シ

ノ
宿
意
ヲ
ハ
暫
ク
ヲ
サ
ヘ
ラ
レ
ケ
リ
。
ソ
モ
内
議
之
支
度
ハ
様
々
成
シ
カ
共
、

義
勢
計
ニ
テ
此
事
可
ク

レ

叶
フ

モ
見
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
宗
ト
憑
レ
シ
多
田
蔵
人
行
綱
、
此
事
無
益
成
ト
思
心
ソ
付
ニ
ケ
ル
。
成
親
卿

ノ
方
ヨ
リ
弓
袋
ノ
料
ニ
ト
テ
送
ラ
レ
タ
ル
白
布
共
、
家
子
郎
等
カ
直
垂
ニ
裁
着
テ
居
タ
リ
ケ
ル
カ
、
倩ツ
ラ

見
ニ

二

平
家
繁
盛
ヲ

一

、

輙タ
ヤ
スク

難
シ
レ

傾
ケ
、
無
キ
レ

由
事
ニ
与ク
ミ

シ
テ
ム
ケ
リ
、
若
此
事
漏
ヌ
ル
物
ナ
ラ
ハ
、
行
綱
先
ツ

失ウ
シ

ナ
ハ
ラ
ナ
ム
ス
。
他
人
ノ
口
ヨ

リ
洩モ
レ

ヌ
サ
キ
ニ
返
リ

忠
ウ

シ
テ
、
命
イ
カ
ン
ト
思
フ
心
ソ
付
ニ
ケ
ル
。
五
月
廿
九
日
夜
深
人
静
テ
、
入
道
相
国
ノ
宿
所
西
八
条

ヘ
行
向
テ
、「
行
綱
コ
ソ
可
キ

二

申
入
レ

一

事
候
テ
、
参
テ
候
ヘ
」
ト
申
入
タ
リ
ケ
レ
ハ
、「
ア
レ
何
事
ソ
。
聞
ケ
」
ト
テ
、
主
馬
判

官
ヲ
出
サ
レ
タ
リ
。
…
…

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
二
「
成
親
卿
以
下
謀
叛
多
田
蔵
人
行
綱
忠
言
事
」
）

と
語
ら
れ
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
の
当
該
の
「
句
」
を
対
置
し
な
が
ら
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
謀
議
の
発
端
は
、
内
大
臣
で
左
近
衛
大

将
を
兼
ね
て
い
た
妙
音
院
師
長
が
左
大
将
を
辞
任
し
た
こ
と
で
、
後
任
の
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
意
欲
を
も
や
す
の
が
、
徳
大
寺
大
納

言
実
定
・
花
山
院
中
納
言
兼
雅
そ
し
て
成
親
で
あ
っ
た
。
が
、
曽
我
良
成
は
大
将
の
ポ
ス
ト
を
所
望
し
た
成
親
は
「
院
近
臣
と
し
て

勢
力
を
ふ
る
っ
た
六
条
顕
季
の
曾
孫
に
あ
た
る
。（
中
略
）
一
族
に
大
将
に
任
命
さ
れ
た
人
物
は
い
な
い
。（
中
略
）
成
親
の
よ
う
な
い

わ
ゆ
る
諸
大
夫
家
に
は
お
よ
び
も
つ
か
な
い
地
位
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
文
学
の
虚
構
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
〕
36
〔

る
。
当
時
の
『
玉
葉
』

等
の
史
料
を
も
と
に
し
て
も
成
親
が
望
ん
だ
形
跡
は
な
い
。「
此
大
納
言
非
分
ノ
大
将
ヲ
祈
申
サ
レ
ケ
レ
ハ
」
と
物
語
で
は
語
り
、「
桜

花
賀
茂
ノ
河
風
ウ
ラ
ム
ナ
ヨ
散
ヲ
ハ
ヱ
コ
ソ
ト
ヽ
メ
サ
リ
ケ
レ
」
と
の
歌
や
落
雷
を
も
と
に
成
親
の
望
み
は
納
受
で
き
な
い
と
冥
衆

か
ら
の
成
親
へ
の
通
告
を
仕
組
み
、
つ
づ
い
て
清
盛
の
長
男
の
重
盛
が
近
衛
大
将
に
昇
格
し
、
次
男
の
中
納
言
で
し
か
な
か
っ
た
宗

盛
が
数
人
の
先
輩
を
追
い
越
し
て
右
近
衛
大
将
に
抜
擢
さ
れ
た
史
実
を
配
し
て
、
平
家
一
門
の
打
倒
を
決
意
す
る
成
親
を
「
只
天
魔

ノ
所
為
ト
ソ
見
ヘ
シ
。」
と
語
っ
て
い
る
（
巻
一
「
新
大
納
言
成
親
卿
以
下
謀
叛
事
」
）。「
冥
」
と
「
顕
」
と
の
両
面
か
ら
成
親
の
望
み
は

作
為
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
化
は
『
愚
管
抄
』
の
「
冥
顕
ニ
法
」
の
道
理
と
相
即
す
る
。
し
た
が
っ
て
慈
円
圏
で
「
い
く
さ
物
語
」

と
し
て
安
元
二
年
七
月
よ
り
後
白
河
院
と
院
の
近
臣
側
と
平
清
盛
が
率
い
る
一
門
と
が
次
第
に
疎
隔
し
は
じ
め
、
平
宗
盛
が
就
任
し
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た
の
を
怨
ん
だ
成
親
が
平
家
討
伐
を
企
て
る
と
仕
組
ま
れ
た
虚
構
で
あ
っ
た
。

　

『
愚
管
抄
』
付
録
後
半
の
人
材
論
に
は
、
摂
関
家
・
清
華
家
・
大
臣
家
の
器
量
あ
る
公
卿
を
列
挙
し
て
、
四
位
・
五
位
程
度
に
補

せ
ら
れ
る
家
柄
で
あ
る
諸
大
夫
家
に
及
ば
せ
、

諸
大
夫
ニ
ハ
顕
季
ガ
末
ハ
隆
季
・
重
家
…
…
（
中
略
）
…
…
光
頼
大
納
言
カ
ツ
ラ
ノ
入
道
ト
テ
ア
リ
シ
コ
ソ
、
末
代
ニ
ヌ
ケ
イ

デ
ヽ
人
ニ
ホ
メ
ラ
レ
シ
カ
。
二
条
院
時
ハ
、「
世
ノ
事
一
同
ニ
サ
タ
セ
ヨ
」
ト
云
仰
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
フ
ツ
ニ
辞
退
シ
テ
出
家
シ

テ
ケ
ル
ハ
、
誠
ニ
ヨ
カ
リ
ケ
ニ
ヤ
。
タ
ヾ
シ
大
納
言
ニ
ナ
リ
タ
ル
コ
ト
コ
ソ
ヲ
ボ
ツ
カ
ナ
ケ
レ
。「
諸
大
夫
ノ
大
納
言
ハ
光
頼

ニ
ゾ
ハ
ジ
マ
リ
タ
リ
」
ナ
ン
ド
人
ニ
イ
ハ
ル
メ
リ
マ
デ
也
。
カ
ヽ
ラ
ン
人
ハ
ナ
ラ
デ
候
ナ
ン
ド
ヤ
思
フ
ベ
カ
ラ
ン
。
昔
ハ
諸
大

夫
ナ
ニ
カ
ト
器
量
ア
ル
士
ヲ
バ
サ
タ
ナ
カ
リ
。
サ
ヤ
ウ
ノ
コ
ロ
ハ
勿
論
也
。
ヒ
サ
シ
ク
カ
ヤ
ウ
ノ
品
秩
サ
ダ
マ
リ
テ
「
諸
大
夫

ノ
大
納
言
ミ
ツ
ヨ
リ
ニ
ハ
ジ
マ
リ
タ
ル
」
ナ
ド
イ
ハ
ル
ヽ
事
ハ
、
上
品
ノ
賢
人
ノ
イ
ハ
ル
ベ
キ
事
ニ
ハ
ナ
キ
ゾ
カ
シ
。
末
代
ニ

ハ
コ
ノ
難
ハ
ア
マ
リ
也
。（
中
略
）
ム
マ
レ
ツ
キ
ヨ
リ
父
祖
ノ
気
分
ノ
器
量
ノ
ケ
ヅ
リ
ス
テ
ヽ
ナ
キ
ニ
、
ム
マ
ゴ
ド
モ
ニ
ナ
リ
テ

ハ
、
当
時
ア
ル
人
々
ニ
テ
ア
レ
バ
、
ト
カ
ク
ヨ
キ
人
ト
モ
、
ワ
ロ
キ
人
ト
モ
云
ニ
タ
ラ
ン
ヌ
事
ニ
テ
侍
也
。

 

（
巻
七―

―

三
五
一
〜
五
二
ペ
ー
ジ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
西
山
の
慈
円
圏
に
近
い
区
域
に
あ
る
桂
の
里
に
隠
遁
し
た
の
で
「
桂
大
納
言
」
と
称
さ
れ
た
藤
原
光
頼

（
一
一
二
三
〜
一
一
七
三
）
は
諸
大
夫
家
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
条
天
皇
の
治
世
で
政
治
を
担
当
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
が
辞
退

し
た
の
は
評
価
で
き
る
と
讃
え
る
。
つ
づ
け
て
身
分
秩
序
の
建
前
か
ら
、
施
線
で
は
正
三
位
の
大
納
言
の
公
卿
に
就
い
た
の
は
不
審

と
さ
れ
よ
う
が
、
二
重
施
線
で
光
頼
そ
の
人
が
あ
ま
り
に
も
明
晰
な
頭
脳
と
合
理
精
神
に
も
長
け
て
い
る
突
出
し
た
有
能
な
人
臣
で

あ
っ
た
と
慈
円
は
弁
明
し
た
。
光
頼
の
大
納
言
の
就
任
を
末
代
の
道
理
か
ら
把
捉
し
た
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
陽
明
文
庫
本
『
平
治

物
語
』
に
も
光
頼
は
語
ら
れ
て
い
る
。
弁
舌
す
る
光
頼
を
周
囲
の
人
々
は
「
あ
は
れ
、
大
剛
の
人
か
な
」
と
讃
え
、

こ
の
人
を
大
将
と
し
て
、
合
戦
を
せ
ば
や
。
い
か
ば
頼
も
し
か
ら
ん
。
昔
の
頼
光
を
打
ち
返
し
て
、
光
頼
と
名
乗
り
ば
や
た
ま

へ
ば
、

 

（
上
巻
「
光
頼
卿
参
内
の
事
」
）
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と
あ
っ
て
多
田
満
仲
の
子
の
頼
光
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
治
の
乱
の
謀
叛
に
加
わ
っ
た
と
我
が
子
の
惟
方
を
公

然
と
「
い
か
ば
か
り
然
る
べ
か
ら
ざ
る
振
舞
い
か
な
」・「
…
…
は
な
は
だ
穏
便
な
ら
ず
」
と
諫
め
て
、

…
…
人
臣
の
王
位
を
奪
ふ
事
、
漢
家
に
は
そ
の
例
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
本
朝
に
い
ま
だ
か
く
の
ご
と
き
の
先
規
を
聞
か
ず
。
天

照
大
神
・
正
八
幡
宮
は
、
王
法
を
ば
な
に
と
ま
も
ら
せ
た
ま
ふ
ぞ
や
」
と
、
憚
る
所
も
な
く
打
ち
口
説
き
た
ま
へ
ば
、

 

（
上
巻
「
光
頼
卿
参
内
の
事
」
）

と
あ
る
の
で
、
物
語
で
も
慈
円
の
人
物
評
と
同
質
な
光
頼
像
が
造
型
さ
れ
て
い
た
。
光
頼
は
漢
詩
文
に
優
れ
て
お
り
、
有
職
故
実
に

も
通
じ
て
い
る
逸
材
で
あ
っ
た
の
で
あ
〕
37
〔

る
。

　

光
頼
よ
り
後
の
世
代
か
ら
は
諸
大
夫
家
の
人
々
を
否
定
的
に
慈
円
は
捉
え
る
。
光
頼
の
四
男
の
宗
頼
を
め
ぐ
っ
て
、『
愚
管
抄
』

別
帖
の
同
時
代
史
な
か
に
、

宗
頼
大
納
言
ハ
成
頼
入
道
ガ
高
野
ニ
年
比
オ
コ
ナ
イ
テ
ア
リ
ケ
ル
、
入
滅
シ
タ
ル
服
ヲ
キ
ル
ベ
キ
ヲ
、
真
ノ
オ
ヤ
ノ
光
頼
ノ
大

納
言
ガ
ヲ
バ
、
成
頼
ガ
ヲ
キ
ム
ズ
レ
バ
ト
テ
キ
ザ
リ
ケ
リ
。
コ
レ
ハ
又
ア
マ
リ
ニ
世
ニ
ア
イ
テ
イ
ト
マ
ヲ
オ
シ
ガ
リ
テ
キ
ズ
。

サ
テ
親
モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
者
ニ
ナ
リ
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
、
人
モ
カ
タ
ブ
キ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
カ
ク
熊
ノ
ヽ
御
幸
ノ
御
ト
モ
ニ
マ
イ
リ
テ
、
松

明
ノ
火
ニ
テ
足
ヲ
ヤ
キ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
サ
シ
モ
大
事
ニ
ナ
リ
テ
、
正
月
卅
日
ウ
セ
ニ
ケ
ル
。

 

（
巻
六―

―

二
八
六
〜
八
七
ペ
ー
ジ
）

と
あ
っ
て
、
養
父
の
成
頼
入
道
が
死
去
し
た
と
き
喪
服
を
着
な
か
っ
た
宗
頼
を
、
自
身
も
程
な
く
火
傷
が
高
じ
て
死
去
し
た
と
指
弾

し
た
。
前
掲
し
た
付
録
の
後
半
の
人
材
論
で
「
父
祖
ノ
気
分
ノ
器
量
ノ
ケ
ズ
リ
ハ
テ
…
…
ワ
ロ
キ
人
」
（
巻
七―

―

三
五
二
ペ
ー
ジ
）
と

し
て
い
た
論
理
と
延
慶
本
の
、

大
方
此
大
納
言
ハ
、
オ
ヽ
ケ
ナ
ク
思
慮
ナ
キ
心
シ
タ
ル
人
ニ
テ
、
人
ノ
聞
ト
ガ
メ
ヌ
ベ
キ
事
ヲ
モ
顧
ミ
給
ハ
ズ
、
常
ニ
戯
レ
ニ

ガ
キ
人
ニ
テ
、
無
レ
墓
事
共
ヲ
モ
宣
ヒ
過
ゴ
ス
事
モ
有
ケ
リ
。

 

（
一
末
・
一
五
「
成
親
卿
無
思
慮
事
」
）

と
し
て
い
る
施
線
の
「
思
慮
ノ
無
」
さ
が
、
無
謀
な
平
家
一
門
の
打
倒
を
企
て
た
と
成
親
を
詰
っ
て
い
る
物
語
の
展
開
と
ま
さ
し
く
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照
応
す
る
。
施
線
の
言
辞
は
、『
愚
管
抄
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
に
し
て
「
成
親
伝
」
の
当
該
の
「
句
」
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
成
親

像
と
同
一
で
あ
〕
38
〔

る
。

　

既
存
の
「
世
継
物
語
」
に
倣
い
な
が
ら
も
『
治
承
物
語
』
は
、
平
家
一
門
を
「
武
力
」
で
討
伐
す
る
首
謀
者
と
し
て
成
親
を
登
場

さ
せ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
、
本
物
語
で
は
新
奇
な
「
世
継
物
語
」
の
「
い
く
さ
物
語
」
の
劈
頭
第
一
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
「
鹿
ケ

谷
事
件
」
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

『
大
鏡
』
に
は
、
道
長
が
「
も
し
今
の
冷
泉
天
皇
が
誕
生
し
な
か
っ
た
ら
、
諸
大
夫
ぐ
ら
い
の
身
分
に
出
世
し
て
前
駆
や
雑
役
な

ど
に
な
っ
て
歩
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
と
、
俊
賢
は
「
も
し
そ
の
よ
う
な
堂
々
と
し
た
諸
大
夫
が
お
仕
え
し
て
い
た
ら
、

ど
ん
な
に
か
上
役
の
方
は
見
苦
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」
と
言
っ
た
の
で
、
道
長
は
「
お
笑
い
な
さ
っ
た
。」
と
あ
る
。
道
長
の
言

葉
を
聞
い
て
、
道
長
に
仕
え
て
い
る
俊
賢
は
、
気
品
あ
る
道
長
が
前
駆
を
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
主
は
見
劣
り
す
る
と
軽
口
を
た
た
い

て
い
た
と
の
説
話
が
語
ら
れ
て
い
る
（
「
師
輔
伝
」
一
〇
二
）
。
そ
れ
は
村
上
天
皇
と
道
長
の
祖
父
で
あ
る
師
輔
の
女
の
安
子
と
の
あ
い

だ
か
ら
生
ま
れ
た
第
二
皇
子
で
あ
る
冷
泉
天
皇
が
即
位
し
、
程
な
く
実
弟
の
守
平
親
王
が
為
平
親
王
を
越
え
て
立
太
子
す
る
こ
と
で

藤
原
摂
関
家
が
興
隆
し
て
い
っ
た
経
緯
を
本
説
話
は
主
題
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
村
上
天
皇
の
第
四
皇
子
の
為
平
親
王
は
、
俊

賢
の
父
で
あ
る
源
高
明
の
女
を
妃
に
迎
え
て
い
た
。
為
平
親
王
が
即
位
す
れ
ば
、
高
明
が
廟
堂
で
覇
権
を
掌
握
す
る
事
態
に
な
る
こ

と
が
十
分
に
あ
っ
た
の
で
、
藤
原
氏
側
は
陰
謀
を
め
ぐ
ら
し
た
。
政
変
の
表
面
で
多
田
蔵
人
行
綱
の
遠
祖
で
あ
る
源
満
仲
と
藤
原
千

晴
と
の
勢
力
争
い
を
か
ら
ま
せ
、
心
変
わ
り
し
た
満
仲
の
密
告
に
よ
っ
て
高
明
は
左
遷
さ
れ
た
。
が
、
執
政
の
「
臣
」
で
あ
る
道
長

と
安
和
の
変
で
左
遷
さ
れ
た
源
高
明
の
子
で
あ
り
な
が
ら
、
麗
し
い
主
従
関
係
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
『
大
鏡
』

に
依
拠
し
な
が
ら
冷
泉
天
皇
よ
り
三
代
後
の
一
条
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
を
叙
述
し
た
『
愚
管
抄
』
で
は
、

カ
ク
テ
一
條
院
ハ
位
ノ
後
、
コ
ノ
大
入
道
殿
ヒ
シ
ト
世
ヲ
ト
ラ
レ
ニ
ケ
ル
ノ
チ
〳
〵
、
宇
治
殿
マ
デ
ヲ
ミ
ル
ニ
、
サ
ラ
ニ

〳
〵
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イ
フ
バ
カ
リ
ナ
ク
、
一
ノ
人
ノ
家
ノ
サ
カ
リ
ニ
世
モ
ノ
タ
シ
ク
、
人
ノ
心
モ
ハ
ナ
レ
ハ
テ
タ
ル
サ
マ
ニ
、
ア
シ
キ
コ
ト
モ
ナ

ク
、
正
道
ヲ
マ
モ
リ
テ
世
ヲ
オ
サ
メ
ラ
レ
テ
、
一
門
ノ
人
々
モ
ワ
ザ
ト
シ
タ
ラ
ン
ヤ
ウ
ニ
、
ト
リ

〴
〵
ニ
ヨ
キ
人
ド
モ
ニ
テ
、

四
納
言
ト
イ
フ
モ
三
人
ハ
一
門
ナ
リ
。
カ
ク
テ
世
ハ
オ
サ
マ
リ
タ
リ
ケ
リ
ト
ミ
ユ
。

 

（
巻
四―

―

一
六
九
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
、
施
線
で
俊
賢
を
は
じ
め
と
す
る
四
納
言
に
言
及
し
つ
つ
摂
関
政
治
の
世
の
人
々
を
波
線
で
讃
え
、
二
重
施
線
の
よ
う
に

「
正
道
」
と
揚
言
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
当
時
で
は
執
政
の
「
臣
」
に
就
い
て
い
る
道
長
と
俊
賢
と
の
君
臣
関
係
を
、

イ
マ
ソ
ノ
子
俊
賢
ハ
又
コ
ト
ニ
〳
〵
御
堂
ニ
ハ
シ
タ
シ
ク
候
テ
、
イ
サ
サ
カ
モ
ア
シ
キ
意
趣
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
ヨ
キ
人
ニ
ナ
リ

ヌ
レ
バ
、
ヒ
ガ
ゴ
ト
ハ
思
ヘ
レ
ド
モ
、
ヤ
ガ
テ
思
ヒ
カ
ヘ
シ
、
又
ム
ヤ
ク
ノ
ア
シ
キ
意
趣
ナ
ド
ヲ
フ
カ
ク
ム
ス
ブ
コ
ト
ヲ
セ
ヌ

ナ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
ワ
レ
モ
人
モ
ヲ
ダ
シ
キ
正
道
ト
ハ
云
コ
ト
ナ
レ
。

 

（
巻
四―

―

一
八
〇
〜
八
一
ペ
ー
ジ
）

と
し
た
の
と
同
質
の
論
理
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
俊
賢
は
道
長
に
対
し
て
少
し
も
恨
む
心
が
な
く
、
や
は
り
波
線
部
で
俊
賢
を
「
ヨ

キ
人
」
す
な
わ
ち
賢
臣
と
寸
評
し
な
が
ら
二
重
施
線
で
「
正
道
」
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
慈
円
の
生
き
て
い
る
治
世
の
政
治
形
態
で

あ
る
院
政
を
道
理
と
す
る
展
開
に
も
襲
用
さ
れ
て
い
る
。
院
政
を
企
図
し
た
後
三
条
天
皇
の
条
の
一
節
で
あ
っ
て
、「
後
三
條
ノ
聖

主
ホ
ド
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
君
ハ
、
ミ
ナ
事
ノ
セ
ン
ノ
ス
ヱ
〴
〵
ニ
ヲ
チ
タ
ヽ
ン
ズ
ル
事
ヲ
、
ヒ
シ
ト
結
句
ヲ
バ
シ
ロ
シ
メ
シ
ツ
ヽ
御

サ
タ
ハ
ア
ル
事
ナ
レ
バ
、
摂
籙
ノ
家
関
白
摂
政
ヲ
ス
ヾ
ロ
ニ
ニ
ク
ミ
ス
テ
ン
ト
ハ
何
カ
ハ
ヲ
ボ
シ
メ
ス
ベ
キ
。
タ
ヾ
器
量
ノ
浅
深
、

道
リ
ノ
軽
重
ヲ
コ
ソ
ト
ヲ
ボ
シ
ツ
ヽ
」（
巻
四―

一
九
九
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
二
重
施
線
で
「
聖
主
」
と
し
、
外
戚
関
係
に
な
か
っ

た
藤
原
摂
関
家
に
対
し
て
何
ら
憎
み
捨
て
る
こ
と
な
く
、
道
理
の
軽
重
と
人
臣
の
器
量
か
ら
自
ら
親
政
を
行
な
っ
た
と
讃
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
藤
原
摂
関
家
の
興
隆
の
犠
牲
に
な
っ
た
高
明
の
子
の
俊
賢
と
道
長
と
の
主
従
関
係
を
捉
え
た
論
理
と
後
三
条
院
の
領

導
す
る
治
世
で
や
が
て
藤
原
摂
関
家
と
和
合
す
る
関
係
を
築
い
た
と
す
る
論
理
と
は
同
一
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

後
三
条
院
の
第
一
皇
子
が
即
位
し
た
。
白
河
天
皇
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
白
河
天
皇
紀
に
、

此
御
時
院
中
ニ
上
下
ノ
北
面
ヲ
オ
カ
レ
テ
、
上
ハ
諸
大
夫
下
ハ
衛
府
所
司
尤
オ
ホ
ク
候
テ
、
下
北
面
、
御
幸
御
後
ニ
ハ
矢
オ
イ
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テ
ツ
カ
フ
マ
ツ
リ
ケ
リ
。
後
ニ
モ
皆
其
例
也
。

 

（
巻
二―

―

一
〇
五
ペ
ー
ジ
）

と
、
施
線
に
あ
る
よ
う
に
諸
大
夫
が
明
記
さ
れ
、
孫
の
鳥
羽
天
皇
が
退
位
し
て
実
権
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
る
と
諸
大
夫
家
出
身
の

藤
原
家
成
は
、
別
帖
の
近
衛
天
皇
の
条
に
「
院
第
一
ノ
寵
人
家
成
中
納
言
」（
巻
四―

―

二
一
五
ペ
ー
ジ
）
と
評
さ
る
に
至
っ
た
。
成
親

の
父
で
あ
る
。
平
治
の
乱
で
信
頼
に
与
し
た
が
、「
成
親
ハ
家
成
中
納
言
ガ
子
ニ
テ
、
フ
ヨ
ウ
ノ
若
殿
上
人
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ガ
、
信

頼
ニ
グ
セ
ラ
レ
テ
ア
リ
ケ
ル
。
フ
カ
ヽ
ル
ベ
キ
者
ナ
ラ
ネ
バ
、
ト
ガ
モ
イ
ト
ナ
カ
リ
ケ
リ
。」（
巻
五―

―

二
三
六
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
、

妹
が
平
重
盛
の
室
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
て
、
成
親
に
は
咎
め
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
平
治
の
乱
を
経
て
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
た

清
盛
が
外
戚
関
係
を
築
い
て
天
皇
の
外
祖
父
に
な
る
ま
で
の
「
清
盛
伝
」
の
「
句
」
を
展
開
さ
せ
た
慈
円
は
、
清
盛
の
妻
時
子
の
妹

で
あ
る
建
春
門
院
滋
子
で
あ
り
、
滋
子
と
後
白
河
院
と
の
あ
い
だ
に
高
倉
天
皇
を
生
ん
だ
の
で
、「
女
人
入
眼
」
の
道
理
に
則
っ
て
、

清
盛
に
筆
誅
を
く
わ
え
る
こ
と
な
な
く
、
我
が
女
の
徳
子
が
生
ん
だ
安
徳
天
皇
が
即
位
し
て
天
皇
家
と
外
戚
関
係
を
築
く
ま
で
を
叙

述
す
る
。
次
の
「
句
」
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
に
し
て
「
成
親
伝
」
の
始
発
で
は
、

カ
ク
テ
建
春
門
院
ハ
安
元
二
年
七
月
八
日
瘡
ヤ
ミ
テ
ウ
セ
給
ヒ
ヌ
。
ソ
ノ
ヽ
チ
院
中
ア
レ
行
ヤ
ウ
ニ
テ
過
ル
程
ニ
、
院
ノ
男
ノ

オ
ボ
ヘ
ニ
テ
、
成
親
ト
テ
信
頼
ガ
時
ア
ヤ
ウ
カ
リ
シ
人
、
流
サ
レ
タ
リ
シ
モ
、
サ
ヤ
ウ
ノ
時
ノ
師
仲
マ
デ
、
内
侍
所
、
又
カ
ノ

コ
イ
ト
リ
タ
リ
シ
小
鈎
ナ
ド
持
テ
参
リ
ツ
ヽ
、
カ
ヘ
リ
テ
忠
ア
ル
由
申
シ
カ
バ
、
皆
カ
ヤ
ウ
ノ
者
ハ
メ
シ
カ
ヘ
サ
レ
ニ
ケ
ル
。

コ
ノ

4

4

成
親
ヲ
コ
ト
ニ
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
御
寵
ア
リ
ケ
ル
。

 

（
巻
五―

―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）

と
し
て
い
る
。
滋
子
が
死
去
し
た
こ
と
で
、
施
線
の
よ
う
に
「
院
中
」
の
政
治
が
荒
廃
し
た
と
い
い
、
成
親
を
圏
点
に
あ
る
よ
う
に

「
コ
ノ
」
と
し
て
、
治
世
を
領
導
し
て
い
る
後
白
河
院
に
寵
愛
さ
れ
て
い
る
成
親
を
父
の
家
成
と
同
様
の
視
座
か
ら
把
捉
す
る
。
二

つ
の
二
重
施
線
か
ら
判
然
と
す
る
の
は
、
む
し
ろ
父
よ
り
も
院
の
近
臣
と
し
て
寵
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
の
当

該
の
「
句
」
で
は
、『
今
鏡
』
が
語
り
終
え
た
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
よ
り
の
治
世
の
有
様
を
語
る
「
世
継
物
語
」
で
あ
る
『
治
承

物
語
』
を
取
用
し
て
い
く
。
慈
円
圏
の
西
山
で
「
あ
そ
び
心
」
か
ら
創
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
か
ら
、
鹿
ヶ
谷
の
山
荘
で
の
「
瓶
子
」
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に
平
氏
を
か
け
て
、「
大
納
言
立
帰
テ
、「
瓶
子
既
ニ
タ
ハ
レ
候
ヌ
」
ト
ソ
被
レ

申
ケ
ル
。
…
…
」
と
し
て
猿
楽
ま
が
い
の
物
語
を
仕

組
む
。
そ
の
こ
と
を
「
ヤ
ウ
〳
〵
ノ
議
ヲ
シ
ケ
ル
ト
云
事
ノ
聞
ヱ
ケ
ル
」（
巻
五―
―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
摘
記
し
、「
宗
ト
憑
レ
シ
多

田
蔵
人
行
綱
、
此
事
無
益
成
ト
思
心
ソ
付
ニ
ケ
ル
。
成
親
卿
ノ
方
ヨ
リ
弓
袋
ノ
料
ニ
ト
テ
送
ラ
レ
タ
ル
白
布
共
、
家
子
郎
等
カ
直
垂

ニ
裁
着
テ
居
タ
リ
ケ
ル
カ
、
倩ツ
ラ

見
ニ

二

平
家
繁
盛
ヲ

一

、
輙
タ
ヤ
ス

ク
難
シ

レ

傾
ケ

、
無
キ

レ

由
事
ニ
与ク
ミ

シ
テ
ム
ケ
リ
。
若
此
事
漏
ヌ
ル
物
ナ
ラ
ハ
、

…
…
（
中
略
）
五
月
廿
九
日
夜
深
人
静
テ
、
入
道
相
国
ノ
宿
所
西
八
条
ヘ
行
向
テ
、
」（
屋
代
本
）
と
あ
る
物
語
の
一
節
を
「
「
用
意
シ

テ
候
ヘ
」
ト
テ
白
シ
ル
シ
ノ
料
ニ
、
宇
治
布
三
十
段
タ
ビ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
持
テ
、
」
と
『
愚
管
抄
』
で
は
簡
約
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
治

承
物
語
』
依
拠
の
こ
と
わ
り
の
注
記
が
「
コ
レ
ハ
一
定
ノ
説
ハ
シ
ラ
ネ
ド
モ
」（
巻
五―

―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）
な
の
で
あ
っ
た
。「
近
臣
愚

者
モ
テ
ナ
シ
〳
〵
シ
ツ
ヽ
、
世
ハ
カ
タ
ブ
キ
ウ
ス
ル
ナ
リ
。」（
巻
四―

―

一
九
九
ペ
ー
ジ
）
と
の
論
理
か
ら
も
、
当
該
の
「
句
」
は
「
鹿
ヶ

谷
事
件
」
に
し
て
「
成
親
伝
」
と
や
は
り
評
せ
る
の
で
あ
る
。

　

物
語
の
側
を
み
る
と
、
屋
代
本
の
巻
二
の
末
尾
で
は
「
成
親
卿
出
家
事
」・「
成
親
禅
門
逝
去
事
」・「
彗
星
事
」
で
括
ら
れ
て
お
り
、

最
末
尾
の
「
彗
星
事
」
の
章
段
は
「
彗
星
東
方
ニ
出
。（
中
略
）
治
承
モ
二
年
ニ
成
ニ
ケ
リ
。」
の
文
が
あ
る
。
因
み
に
、
延
慶
本
で

は
成
親
を
は
じ
め
と
し
て
院
の
近
臣
に
も
ふ
れ
て
「
讃
岐
院
之
御
事
」・「
西
行
讃
岐
院
ノ
墓
所
ニ
詣
ル
事
」・「
宇
治
ノ
悪
左
府
贈
官

等
ノ
事
」・「
三
条
院
ノ
御
事
」・「
彗
星
東
方
ニ
出
ル
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
『
愚
管
抄
』
に
は
、

コ
ノ
西
光
ガ
頸
切
ル
前
ノ
日
、
成
親
ノ
大
納
言
ヲ
バ
ヨ
ビ
テ
、
盛
俊
ト
云
チ
カ
ラ
ア
ル
郎
従
、
盛
國
ガ
子
ニ
テ
ア
リ
キ
、
ソ
レ

シ
テ
イ
ダ
キ
テ
打
フ
セ
テ
、
ヒ
キ
シ
バ
リ
テ
部
屋
ニ
押
籠
テ
ケ
リ
。
公
卿
ノ
座
ニ
重
盛
ト
頼
盛
ト
居
タ
リ
ケ
ル
所
ヘ
、「
何
事

ニ
カ
メ
シ
ノ
候
ヘ
バ
参
テ
候
」
ト
テ
、
諒
闇
ニ
テ
建
春
門
院
母
后
ニ
テ
ウ
セ
給
テ
後
ノ
事
ニ
テ
ゾ
、
諒
闇
ノ
ナ
ヲ
シ
ニ
テ
、
ヨ

ニ
ヨ
ク
テ
キ
タ
リ
ケ
リ
。「
出
候
ハ
ン
ニ
コ
マ
カ
ニ
見
参
ハ
セ
ン
」
ト
テ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
ヤ
ガ
テ
カ
ク
シ
テ
ケ
レ
バ
、
重
盛
モ

思
モ
ヨ
ラ
デ
ア
キ
レ
ナ
ガ
ラ
、
コ
メ
タ
ル
部
屋
ノ
モ
ト
ニ
ユ
キ
テ
、
コ
シ
ウ
ト
ノ
ム
ツ
ビ
ニ
ヤ
、「
コ
ノ
タ
ビ
モ
御
命
バ
カ
リ

ノ
事
ハ
申
候
ハ
ン
ズ
ル
ゾ
」
ト
云
ケ
リ
。
サ
ヤ
ウ
ナ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
備
前
國
ヘ
ヤ
リ
テ
、
七
日
バ
カ
リ
物
ヲ
食
セ
デ
後
、
サ
ウ

ナ
ク
ヨ
キ
酒
ヲ
飲
セ
ナ
ド
シ
テ
ヤ
ガ
テ
死
亡
シ
テ
ケ
リ
。

 

（
巻
五―

―

二
四
五
ペ
ー
ジ
）



『治承物語』の藤原成親とその周辺〔下〕(300)― 208 ―

(29)

と
あ
る
。
慈
円
は
院
の
近
臣
指
弾
の
意
図
を
介
在
さ
せ
な
が
ら
、
成
親
の
末
路
を
詳
述
し
た
。
史
論
で
あ
り
な
が
ら
物
語
の
一
場
面

の
よ
う
に
精
彩
を
放
っ
て
い
る
。『
治
承
物
語
』
が
語
っ
て
い
る
行
綱
密
告
よ
り
成
親
の
刑
死
に
至
る
顚
末
に
依
拠
し
て
、
慈
円
は

成
親
を
主
軸
に
叙
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
物
語
の
清
盛
の
厳
し
い
処
断
の
場
面
の
片
鱗
が
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
「
句
」
は
、「
成
親
伝
」
と
も
称
し
て
よ
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

「
あ
そ
び
心
」
か
ら
西
山
の
慈
円
圏
に
集
っ
て
い
た
人
々
の
手
で
創
ら
れ
た
『
治
承
物
語
』
に
は
、
後
白
河
院
の
出
御
し
た
鹿
ヶ

谷
の
山
荘
で
の
平
家
討
伐
の
密
議
を
多
田
蔵
人
行
綱
が
平
清
盛
に
密
告
し
た
と
虚
構
さ
れ
、
そ
し
て
幾
分
か
は
実
相
を
も
か
ら
め
つ

つ
清
盛
に
捕
縛
さ
れ
て
処
断
さ
れ
る
成
親
の
物
語
が
仕
組
ま
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
『
愚
管
抄
』
に
取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
順
徳
天
皇
紀
に
は
、

…
…
山
座
主
之
間
ニ
前
大
僧
正
慈
円
ノ
四
度
マ
デ
成
テ
、
カ
ク
辞
ケ
ル
事
コ
ソ
心
得
ガ
タ
ク
浅
マ
シ
キ
様
ナ
レ
。
カ
ウ
ホ
ド
辞
申

人
ヲ
バ
上
ヨ
リ
モ
イ
カ
ニ
成
タ
ビ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
又
下
ニ
モ
カ
ウ
辞
申
ベ
ク
バ
、
イ
カ
ニ
シ
テ
又
ナ
リ
〳
〵
ハ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
ヤ
。

イ
カ
ニ
モ
〳
〵
是
ハ
様
ア
ル
ベ
キ
事
ニ
ヤ
。
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ハ
山
門
ノ
佛
法
、
王
法
ト
相
対
ス
ル
、
佛
法
ノ
マ
コ
ト
見
ヘ
テ
侍
ケ

リ
。
平
ノ
京
ニ
ウ
ツ
ラ
ル
ヽ
ル
始
ニ
、
此
山
門
建
立
セ
ラ
レ
テ
、
イ
カ
ニ
モ
〳
〵
ヤ
ウ
ア
ル
ベ
キ
事
ニ
テ
侍
ト
ア
ラ
ハ
ニ
覚
ユ

レ
バ
、
山
門
ノ
事
ヲ
此
奥
ニ
一
帖
カ
キ
ア
ラ
ハ
シ
侍
ル
也
。
其
ニ
細
ニ
カ
ヤ
ウ
ニ
覚
束
ナ
キ
事
ド
モ
ヲ
バ
申
ヒ
ラ
カ
ン
ズ
ル
也
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

建
保
六
年
月
日
山
ノ

大
衆
戴
二

日
吉
神
輿
一

下
洛
、
代
々
此
事
甚
多
不
レ

能
ハ
二

記
録
ス
ル
一

、
最
略
記
ナ
レ
バ
略
レ

之
也
。

 

（
巻
二―

―

一
二
二
〜
二
三
ペ
ー
ジ
）

と
の
文
章
が
載
っ
て
い
る
。
波
線
部
で
は
慈
円
が
天
台
座
主
に
在
任
し
た
の
は
、
施
線
に
あ
る
よ
う
に
仏
法
王
法
相
依
の
道
理
に

則
っ
て
い
る
と
揚
言
し
、
慈
円
は
自
己
自
身
を
物
語
論
の
「
全
知
の
語
り
」
か
ら
捉
え
た
。
つ
づ
け
て
二
重
施
線
で
「
山
門
ノ

事
」
す
な
わ
ち
比
叡
山
延
暦
寺
に
関
す
る
事
象
は
本
書
の
「
奥
」
に
「
一
帖
」
に
ま
と
め
て
叙
述
し
た
と
こ
と
わ
っ
て
、
建
保
六
年

（
一
二
一
八
）
に
延
暦
寺
衆
徒
の
強
訴
に
言
及
し
、
そ
の
強
訴
は
「
代
々
」
に
も
実
に
多
か
っ
た
が
す
べ
て
省
略
し
た
と
注
記
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
『
愚
管
抄
』
別
帖
に
は
、『
治
承
物
語
』
が
語
っ
た
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
十
二
月
に
成
親
が
知
行
し
て
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い
る
尾
張
国
の
目
代
が
美
濃
国
平
野
庄
の
中
堂
御
油
寄
人
を
陵
辱
し
た
事
件
に
よ
り
比
叡
山
大
衆
に
訴
え
ら
れ
て
成
親
は
備
中
国
へ

配
流
さ
れ
る
も
の
の
院
に
よ
っ
て
召
還
さ
れ
た
事
象
・
山
門
か
ら
訴
え
ら
れ
て
解
官
し
た
事
象
・
西
光
の
子
で
あ
る
師
光
が
加
賀
守

と
な
る
と
と
も
に
師
光
の
弟
の
師
経
が
目
代
と
し
て
同
国
に
入
っ
て
早
々
に
鵜
河
寺
を
焼
き
討
ち
し
た
の
で
本
寺
の
延
暦
寺
大
衆
が

強
訴
し
て
天
台
座
主
明
雲
の
配
流
さ
れ
る
事
象
等
を
叙
述
し
て
は
い
な
い
。
現
存
の
『
平
家
物
語
』
諸
本
間
の
鹿
ヶ
谷
の
山
荘
に
い

た
人
物
を
め
ぐ
っ
て
異
同
を
窺
う
と
、
延
慶
本
で
は
、

平
家
ヲ
討
テ
引
籠
ラ
ム
ト
ゾ
支
度
シ
ケ
ル
。
多
田
蔵
人
行
綱
、
法
勝
寺
執
行
俊
寛
、
近
江
入
道
蓮
浄
俗
名
成
雅
、
山
城
守
基
兼
、

式
部
大
夫
章
綱
、
平
判
官
康
頼
、
宗
判
官
信
房
、
新
平
判
官
資
行
、
左
衛
門
入
道
等
ヲ
始
ト
シ
テ
、
北
面
下
臈
ア
マ
タ
同
意
シ

タ
リ
ケ
リ
。

 

（
一
本
・
二
二
「
成
親
卿
人
々
語
テ
鹿
谷
ニ
寄
合
事
」
）

と
参
加
し
た
連
中
の
名
を
列
挙
し
て
、
施
線
で
示
し
た
よ
う
に
最
後
に
「
左
衛
門
入
道
」
す
な
わ
ち
西
光
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
を

語
っ
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
か
す
ん
で
い
て
印
象
に
残
ら
な
い
。
四
部
合
戦
状
本
に
は
、
西
光
の
名
が
な
く
、
平
家
討
伐
の
陰
謀
に

は
西
光
は
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
順
徳
天
皇
紀
に
あ
る
二
重
施
線
で
「
山
門
ノ
事
」
を

本
書
の
「
奥
」
に
一
帖
に
ま
と
め
た
と
す
る
言
辞
に
照
ら
し
て
、
慈
円
圏
で
創
出
し
た
『
治
承
物
語
』
も
西
光
の
父
子
の
引
き
起
こ

し
た
延
暦
寺
大
衆
の
強
訴
か
ら
明
雲
の
配
流
へ
展
開
す
る
「
山
門
ノ
事
」
を
め
ぐ
る
物
語
と
、
大
将
任
官
の
野
望
を
抱
く
成
親
そ
し

て
多
田
蔵
人
行
綱
の
密
告
か
ら
清
盛
に
よ
る
成
親
等
へ
の
処
断
へ
と
展
開
す
る
物
語
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
語
り
分
け
て
い
た
と
推

測
さ
れ
て
く
る
。

　

『
玉
葉
』
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
六
月
一
日
条
に
「
入
道
相
国
八
条
亭
に
お
は
し
、
師
光
法
師
召
し
取
り
（
法
名
西
光
、
法
皇
第
一
の

近
臣
な
り
、
加
賀
守
師
高
の
父
）
こ
れ
を
禁
固
す
。」
と
あ
っ
て
、『
愚
管
抄
』
で
強
調
し
た
成
親
と
同
じ
ぐ
ら
い
寵
愛
さ
れ
た
後
白
河
院

の
近
臣
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
「
句
」
は
「
成
親
伝
」
と
評
せ
る
こ
と
は
縷
述
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
成

親
の
末
路
を
物
語
の
よ
う
に
叙
述
し
た
の
も
院
の
近
臣
指
弾
の
思
い
が
慈
円
に
湧
出
し
て
い
よ
う
。『
治
承
物
語
』
の
鹿
ヶ
谷
の
山

荘
を
め
ぐ
る
物
語
を
依
拠
し
て
『
愚
管
抄
』
で
は
「
成
親
・
西
光
・
俊
寛
ナ
ド
聚
リ
テ
、
ヤ
ウ
〳
〵
ノ
議
ヲ
シ
ケ
ル
ト
云
事
ノ
聞
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ヘ
ケ
ル
」（
巻
五―

―

二
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。

成
親
に
つ
づ
け
て
二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
西
光
の
参
加
も
あ
っ
た
と
慈
円
は
史
論
に
摘
記
し
た
の
は
、
物
語
と
同
等
に
実
相
と

し
て
最
も
寵
愛
さ
れ
て
い
た
西
光
を
鹿
ヶ
谷
の
山
荘
の
場
面
に
組
み
入
れ
て
括
っ
て
筆
誅
を
加
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

『
愚
管
抄
』
の
文
章
は
、『
治
承
物
語
』
の
依
拠
と
実
相
と
道
理
史
観
と
が
纏
綿
し
て
い
る
の
で
晦
渋
に
な
っ
て
い
る
。

 

【
末
尾
】

註〔
29
〕　

拙
著
「
Ⅰ　

第
二
章　

第
二
節　

『
大
鏡
』
と
の
関
係
」(

『
愚
管
抄
と
そ
の
前
後
』
和
泉
書
院
・
一
九
九
三
年
）・「
第
三
章　

『
大
鏡
』
か
ら
『
愚
管
抄
』

へ―
―

方
法
か
ら―

―
（
『
愚
管
抄
の
創
成
と
方
法
』
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
四
年
）

〔
30
〕　

松
本
治
久
『
大
鏡
の
主
題
と
構
想
』（
笠
間
書
院
・
一
九
七
九
年
）
一
九
一
ペ
ー
ジ

〔
31
〕　

山
中
裕
「
第
三
章　

第
三
節　

一　

安
和
の
変
」（
『
平
安
朝
文
学
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
四
年
）

〔
32
〕　

『
愚
管
抄
』（
岩
波
書
店
）
補
注
４―
二
三
に
「
続
古
事
談
・
今
鏡
・
発
心
集
に
見
え
る
が
、
大
原
少
将
と
重
家
と
混
合
し
た
の
は
今
鏡
の
記
述
が
頭

に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。」
と
あ
る
。（
四
二
六
ペ
ー
ジ
）

〔
33
〕　

拙
著
「
Ⅰ　

第
二
章　

第
四
節　

保
元
の
乱
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
愚
管
抄
と
そ
の
前
後
』
和
泉
書
店
・
一
九
九
三
年
）

〔
34
〕　

『
平
清
盛
と
後
白
河
院
』（
角
川
書
店
・
二
〇
一
二
年
）
一
四
三
ペ
ー
ジ

〔
35
〕　

「
平
家
物
語
の
構
成―

―

鹿
谷
の
プ
ロ
ッ
ト―

―

」（
『
文
学
』
第
五
六
号
・
一
九
八
八
年
三
月
）

〔
36
〕　

「
安
元
三
年
の
近
衛
大
将
人
事―

―

『
平
家
物
語
』
と
古
記
録
の
は
ざ
ま―

―

」（
『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集　

人
文
・
自
然
科
学
篇
』
第
三
二
巻
第

一
号
・
一
九
九
五
年
七
月
）

〔
37
〕　

井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
・
一
九
九
八
年
）
二
三
九
ペ
ー
ジ

〔
38
〕　

山
下
宏
明
「
第
八
章　

延
慶
本
に
お
け
る
成
親
説
話
」（
『
平
家
物
語
の
成
立
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
一
九
九
三
年
）

〔
引
用
資
料
の
典
拠
〕

　

『
愚
管
抄
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
は
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』（
勉
誠
出
版
）、『
古
来
風
躰
抄
』
は
『
歌
論
集
』（
小

学
館
）、『
玉
葉
』
は
高
橋
貞
一
著
『
訓
読
玉
葉
』（
高
科
書
店
）、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』・
陽
明
文
庫
本
『
平
治
物
語
』
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩

波
書
店
）、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
『
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語
』（
汲
古
書
院
）、
屋
代
本
『
平
家
物
語
』
は
『
屋
代
本
高
野
本
対
照
・
平
家
物
語
』（
新
典



熊本学園大学　文学・言語学論集　第22巻第２号（2015年12月25日） (297) ― 205 ―

(32)

社
）、
百
二
十
句
本
『
平
家
物
語
』
は
『
平
家
物
語
』（
新
潮
社
）、
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
は
『
訓
読
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』（
有
精
堂
）、『
源

平
盛
衰
記
』
は
『
源
平
盛
衰
記
』（
三
弥
井
書
店
）、
長
門
本
『
平
家
物
語
』
は
『
平
家
物
語　

長
門
本
・
延
慶
本　

対
照
本
文
』（
勉
誠
出
版
）、『
栄
花
物
語
』・

『
大
鏡
』
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、『
今
鏡
』
は
『
講
談
社
学
術
文
庫
』、
慈
円
の
歌
類
は
『
校
本
拾
玉
集
』（
吉
川
弘
文
館
）。

〔
附
記
〕

　
　

 

本
稿
は
拙
著
「
第
Ⅱ
部　

第
八
章　

治
承
物
語
の
復
元
」（
『
愚
管
抄
の
言
語
空
間
』
汲
古
書
院
・
二
〇
一
四
年
）
の
節
で
あ
る
「
（
三
）

鹿
ヶ
谷
事
件
と
静
賢
」
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
『
治
承
物
語
』
と
六
巻
本
『
治
承
物
語
』

と
の
異
同
に
つ
い
て
も
若
干
、
言
及
し
た
次
第
で
あ
る
。


